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課
題
に
向
け
ら
れ
て
居
る

。

.
，

，

：

)

:
'

:
 

本

論

' 

. 一
 

' 

V
'

本
論
文
は
^
證
法
の
本
質
を
明
か
な
ら
し
め
る
乙

ど
を
課
題
ど
す
る

04/
れ

が
爲

R
、

筆

者

は

先

'、つ
へ

一

ン
ベ
ー
ゲ 

ダ
に
於
け
る
觀
念
辯
寶
法
讓
油
魏
辣

.

_炎
ノ「

_
ぃ
靠(

ー
辯
證
法

'■の
_
»;」
は
観
念
論
が
ら
喷
物
論

k
移
ら
ざ
る
.を

得
ぬ
こ
ど
を
述
べ

'

C

以
上
本

*
所

®
、.
,以
下
次
號
：

)

：
最
後kail

)
.

マ
：

ス
、

ユ
ソ
ゲ
パ

^
^
:
:

る

唯

物

辯

證

法

，の
'本
質
を
明
か
な
ら

L-
め
ょ
ぅ
、ヒ
思
ふ
：
.

.
_  

—

 

'

蓋

し

te
k
興

述

へ

た

如

く

«
霜
は
辯
證
法
の
本
質

5:
柳
成
す
る
甚
本
的
契
機
を
次
の
ニ
つ
の
も
の
^
求
め
て 

ゐ
る
。ぐ

.

第

一

R

#-
*
證
法
的

01
心
惟
形
式(

範
疇)

は
、形
式
論
理
學
の
夺
れ
の
如
く
凡
ゆ
る
具
體
的
な
對
象
か
ら
抽
象
し
去
 ̂

れ
た

/^
の
純
粋
な
杣
象
的
な
主
觀
的
忍
惟
形
式
で
は
な
く
、
寧
ろ
主
觀
の
思
惟
形
式
で
あ
る
ど
同
時

^
具
豐
^
な
對 

象
の
存
在
形
式
ど
も
一
致
す
る
所
の
ル

&
的

4
1

他
於
ん
で
あ
る

。.

V
浓

1
1
R:.
'
具
體
的
な
存
在
化1

致
す
ふ
所
の
こ
の
具
曆
思
惟
形
式
は
一
つ
の
摄
形
式
か
ら
こ
れ
に
矛
原
、
對 

ナ
ー
す
る
思
惟
形
式
，へM
に
兩
者
の
揚
棄
、
統
一
.へ
の
恐
#
運
動
、
.即
ち
對
立
性
の

« >
ー
な
る
/&
惟
運
動

^
於
\し
得 

ら
れ
、
又
思
惟
形
式
ど
存
在
形
式
の
一
致
す
る
限
ぅ
、
こ
の
：

き

f

l

M惟
運
動
の
形
式
は
同
時

k
凡
ゆ 

る
具
體
的
养
在
の
運
動
形
式
で

.も
あ
る
'
。

' -

ビ
乙
ろ
で
、
乙
の
錄
證
法
の
本
質
を
な
す
ニ
契
機
は
へ
ー
ゲ
ル
^
於
て
如
何
化
甚
礎
づ
け
ら
れ
て
居
る
で
あ
ら
ぅ

' 

、
o .

力 

'

SV1

の
.契
機
は
絕

§
^

勸
念
論
の
上

^
甚

礎

つ

け

ら

れ

て

居

る

。

乙

の
來
礎
づ

.け

を

ば

彼

は

「

精

神

の

現

象

論

」

 

(
P
l
c
3
e
g
l
c
g
i
e

 

d
e
s

 

Geistes. 

一
 S

0
7
)
R

於

て

成

遂

げ

た

。「

精

神

の

現

象

論」

の

課

題

ど

す

る

所

は

；
經

驗

的

な 

人

間

精

神

成

は

意

識

、
'
即

ち

有

限

的

.な

1

と

し

て

の

精

# '
が

最

も

«

純

な

る

直

接

の

感

性

的

意

識

か

ら

出

發

し

て 

.樣
々

の

段

階

V
J經
て

最

高

の

絕

對

的

知

識(

絕

對

的g

念

、
絕

對

精

神)

れ

到

達

す

る

ま

で

•の
.歷

史

的

過

程

を

體

系

的

_311.

十
六
卷

3
 

1

.

5

.
觀念

f

於
I

现
產
認
識
の
端
银

" 

第If .

號

ニ

し



B

‘

锘ニ十六卷

.

S

I

S概念論に

於
け
る
現
货
性
認
識
へ
の
喘
緖
：

 

§
1

號

一

•ニ 

0 

R
叙
述
す
る
乙
^
に
あ
：つ
た 
ノ_

-:
;

- 

.

?
へ
,.

ハ

0

と

®
場
合
最
も
眾
純
な
.る
姐
接
の
感
性
的
意
識
か
り
絕
對
的

i

へ
の
罾

^
敏
掛
を

^
辋
に
述
ベ
.る
諍
に

は

^
か
ぬ
o
m
. 

„

參
考
文
献
を

® 

:

:
ぐ
る
に
止
め
る

°
_

'
.
.
.
.
.
.
.
,

.
'
.
.
.

■ 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

<
• 

s
.
. 

 ̂

o
^
i
. 

bes.  

s.s*  

XCPCXVI,

.
'

Bruyw'Kegels.  

P
I
l
p>
n
o3rt
>
n
o
l
o

aQ
i
e
. 

I

VO
2
3

N
3-
k
,
o
.
,
. 

K-ommeotar zu 
の rund.legends A

c-scllnluen 

v
o
n 

.
I
l
e

r'
rt
-
S
.
P
I
l

ps
ロ omenoogie. 

<
J
e
s
o
e

【

s
t
e
s
'
M
o

>>
I
.
'

 ̂

Kroner, 

K., v
o
n

 K
a
n
t

 bis Hegel. 

1,9
2
4
. Bd. H. s.s. 3

S2
-4
I5. 

C

恐
崎
、
大
江
氏
譯

1ク
ロ

ー

 
ナー

、
へ
ー
ゲ
ル
の
货
學
し
理
想
社
、

• 

I 
-
 
.
 

.
 

.

.

.

.

.

.

. 

; 

-
■ 

.
5
.九

l
l
l
i
s
l
o
.

-

,
.國
際
へ
：丨
ゲ
ル
聯
盟
普
及

'阪
^

丨
ゲ
ル
哲
學
解

.說
&

波
，
頁
：三
六
丨
五
四
、
ノ

 

：'

•■
さ

て
經
驗
的
な
、
有
限
な
、-
現
象
£

て
の
人
間
精
神
が
次
第
^
自
己
を
反
省
す
る
こ
S

ょ
っ.
て

最

後

^

到

達

す
る
最
高
の
段
階
尨
ぞ
絕
對
的
知
識
^
於
て
は
，
最
早
思
#C

精
神)

さ
布
布
ど
の
對
玄
は
全
く
失
は
れ
、
思
惟
そ
の

も
の
が
即
ち
存
在
を
の
も
の
で
あ
るw

云
ふ
絕
對
的
同

1
'性
の
立
：場

^
達
し
、
絕
對
的
知
識C

絕
對
精
神)

そ
の
も
の

が
凡
ゆ
る
存
在(

自
然
敗
代
有
限
的
な
入
間
精
神)

を
の
も
の
で
あ
ぅ
、

」

.
夫
等
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
^
云
ふ
絕
對

的
觀
念
論
に
到
達
す
る
。
•斯
く
て
思
惟
形
式
が
具
體
的
存
在
形
式
ド1

致
す

S
の
辯
.證
法
の
本
質
の
第
一
の
契
機
は

絕
對
的
觀
念
論
の
地
盤
の
上
に
某
礎
づ
け
ら
れ
て
居
る

。

'

^

.

iE
k
具
體
的
存
在

k1

致
す
る
具
體
的
思
惟
形
式

^
芦
ふ
第一

の
契
機
か
ら
必
然
的
^
要
求
せ
ら
れ
る
所
の
第
ー
一

の
獒
機
、
即
ち

|1
|
心
惟
形
式
恥
對
立
性
の
統
一
な
る
運
動
形
式
を
通
じ
て
の
み
具
體
的
思
惟
形
式
を
獲
得
し
得
る
ミ
沄 

ふ

乙

、

へ
.ト
ゲ
ダ
は

「

精
神
の
現
象
論
し
の

S
礎

の
上

k
構

成

し

た

所

の

彼

の

「

太
咖
浬
學
し

C w
f
u
a
s
y
a
r
t
r

 

z
n
i

卜 ogik.  

18r2.  Kncyaopsie:  

i  

T
s
r
L
o
g
i
k
f

 ISI7)
K

於
て
詳
細
ド
據
礎
^
け
て
居
る
デ

?

へ
丨
：ゲ
ル
は「

_
神
の
，現

^

^」

に
於
て
到
達
し
だ
絕
對
的
向J

性
の
立
場
、
即
ち
絕
對
的
知
識C

絕
對
精
神

} 

は
凡
ゆ
る
存
布(

自
然
竝
に
人
間
の
精
神

^
も
含
め
て〕

s
同 
一
•で
あ
々
、
炎
等
の
本
質
で
あ

6
、
夫
等
を
生
み
出
す 

S
の
立
場
を
前
提
し

> 
進
ん
：で「

論
现
學」

に
於
て
は
ト
こ
の
絕
對
的
知
識(

絕
對
糈
神)

^
の
も
の
、
純
粹
な
思
惟
活 

動
竑
に
仑
の
思
惟
活
動
が
經
過
す
る
所
の
思
惟
諸
形
式(

範
疇

}の
體
系
を
研
究
し
て

.居
る
。
へ
！
ゲ
グ
自
身
之
の「

精 

神
の
現
象
論」

ど「

論
理
：學J

の
_
係
を
明
瞭

.に「

論
理
學」

の
緖
論

^
於
て
述
べ
て
居
る

°

:

、

_ ：「

私
はi

i

の
現
象
論
^
於
て
、意
識
ビ
對
象
ど
の
最
初
の
直
接
の
對
立
か
ら
絕
對
的
知
識
R
到
達
ず
る
前
進
運
動 

R
於
て
意
識
を
叙
述
し
た
。
乙
の
道
は
意
：識
の
客
觀
k
對
す
る
關
係
の
凡
ゆ
る
形
式
を
通
過
し
て
、
そ
の
結
#

、

」

し 

ての槪念

(

筆
者
註
、
：':
人IV

V

論
理
學
の
敗
锻
ふ
所
の
思
惟
形
式
即
ち
存
在
形
式
<£
:
同
：ー'
な
思
惟
形
式)

を
得 

た)

そ
れ
故
乙
の
槪
念_(

筆
者_

、
：
思

，惟

形

式

)

：は
：ぞ
之
で
權
利
づ
け
^
得
て
居
る
か
ら
し
て
、(

を
れ
が
.論
理
學
を
の 

も
の
、
中
ド
現
は
れ
'る

ノ
レ
い
ふ
乙

( £
:

を
度
外
視
す

る

.

な
ら
ば

)

玆
で
は
.何
箏
ウ
* :

利
ヴ
け
を
必
要
^
し
なS

。」

C
He
cr
Q

<
• 

o
- 

Bd..

日

.s.  

2
9

) 「

仑
れ
故
純
粹

:4
學
問
の
槪
念(

筆
者
註
、
級
對
的 

知
識
乃
笔
絕
對
精
神
の
鉱
惟
形
式
の

.
'み
を
純
鮮
に
取
极
：ふ
所
：の
へ
ー
ダ
ル
論
理
：學
は
於
け
る
思
惟
形
式
.

)

及
び
そ
れ 

S

演
繂
は
、
乙
の
現
在

.の
硏
究
に
於
て
は
、
.精
神
の

.現
象
論
が

.；
の
槪
念
：の
演
繹
に
他
な
ら

2
:限
6
、前
提

^
れ
る
。
 

絕
對
的
知
識
は
意
識
の

'凡
ゆ
る
態
度
の
*
遡
で
あ
る
、
ビ

沄
ふ
の
は
、
意
識
の
が

•
迤

_
筆
者

»
、精
神
の
現
象
論 

に
於
て
展
開
さ
れ
た
意
識
：の
發
羅
過
：程)

が
絕
對
的
：知
_
を
齎
ら
し
た
如
く
、
唯

-絕
：對
的
知
識
に
於
て
の
み
對
象
ど 

令
の
對
象
ぞ
の
も
の

^
つ
：S

て
の
確
識(

0
0|
を

〗

0

^
の
分
離
が
完
全
に
消
滅
さ
れ
る
に
至
ふ
、
そ
し
て
眞
现
が

笫H.

十
六
：卷

.
Qニ
五

〕

觑
念
論
に
於
け
る
現
赏
性
認
識
へ
の
靖
緖

 

第
二
號
：

一

ニ I



第
！一

十

六

卷

C

三1

六V
.

觀
忿
論
に
於
け
る
現
货
S

S
へ
の
：螨 

• 

第

二

號

一

ニ
ニ

こ
の
確
識

^
等
し
か
ら
し
め
ら
れ
る

S
同
様
に
、
仑

(/
-
)確
識
が
眞
理

R
等
し
か
ら
し
め
ら
れ
て
ぬ
る
か
ら
で
あ
る
。

從

っ

て

純

粹

の

寿

沿(

»
者

®
.
"論
到

學)

は

意

識

の

^
立

^；
ら
の

.
*放

(

筆

者

註

、

M
惟

形

式

ご

存

在

形

式

の

同 

.
1
}

を

前

提

e
す
る

"
夫

は

.ル
想

が

：戀

い 

<
夢

衡4

か

も

思

想

で

あ

る

限

6

R
於

け

名

事

物

を

含

む

の

で

あ

る

0
:學
間(

筆

者

註

、
論

理

學)

ど
し
て
：の

眞

通

は

純

粹

^
自

ら

發 

展

す

る

所

の

.自
已

意

識

8

者

簡

：
絕

對

的

知

.識
乃

至

絕

對

精

神)

で
f

、

き

且

對

自

的

い

於

办

1'
>

ハ̂

，

筆
者 

訪

、
存

在

自

體)

は

意

識

せ

る

概

念(

筆

者

註

、
絕

對

精

神 >

 
で

あ

气

か

な

斯

6

 

V
L >
心

か

か

取
 

に

存

在

す

る

も

の

で

あ

る

^
云
：ふ

自

己

の

形

態

を

持

つ

,0
.

'

备

こ

で

で

の

客

觀

的

な

思

他(

筆

者

註

> 
客

観

的

存

在

V
Jln
J

l
な

る

絕

對

精

神

の

思

惟)

は

純

粹

な

學

問

の

か

か

で 

あ

る

。

從

つ

て

純

粹

な

學

問

ば

形

式

的

で

も

な

け

れ

ば

、
現

實

的

な

眞

の

認

識

^
な

る

^

め

の

質

料

を

缺

く

も

の

で 

7
P

な

く

、
を

れ

故

寧

ろ

そ

の

內

容

乙

そ

は

唯

. 一
の

絕

對

的

^
眞

な

も

の

で

あ

6
、
或

は

你

ほ

質

料VJ S

ふ

言

葉

V
J;H 

ひ

度S

な

ぢ

ば

、g

ー
の
處
實
の

«
料

で

あ

る—
然

し

乙

の

«
料

は

^
ろ

純

粹

な

思

想

で

あ

<
>
/
從

つ

て

絕

對

的 

形

式

で

あ

る

か

ら

しH
、

質

料

は

形

式
€

I

f

の

で

は

な

い

。

從

づ

て

論

现

學

は

純

粹

现

性

の

！S

系

、

純

粹
な 

思

想

の

國

で

あ

.る

ど

考

ス

可

き

で
あ

る

。
ヒ

の
：_

は

外

被

を

齒

は

.な
い

で

即

且

對

自

的

に

在

る

が

儘

の

眞

理

で

あ

る

。 

そ

れ

故

^
、
，
我
：ナ

は

乙

の

內

容

は

自

然

^
有

限

的

精

神

^
の

劍

造

以

前

に

そ

の

永

遠

の

.や
質

^

於

て

在

る

が

儘

の

神 

の

^

^
で

あ

る

^
云

ふ

こ

ビ

ヵ

^
來

る

。
^

'

。̂
！！?-s. s.. 

3
.
0
I
3
.
.
I

)

.

右
の
引
用
文
ょ

6
し
て
'、
.再
人
は「

現
象
論j

ど「

論
现
學」

.の
關
：係
が
明
瞭
に
な
る
ビ

共

に

、

.へ
ー
，ゲ\

の

論

现

學 

は
存
在
的
な
も
の(ontische)

で
あ
る
ど
同
時
に
論
理
的
な
も
の(
で
あ

6
、
言

葉

の

眞

の

意

味

k
於
て

存

在

論

或

は

本

體

論

的

な

も

の(

O
J
^
O
o
g
w'
c
h
e

)

で
あ
る
乙
ビ
が
覺

‘る
。

3
れ
ば

.新
へ

ー

ゲ
リ
ァ
ナ

1

-/
2
る
ク
ロ 

丨

ナ

ー

も

、
：
へ
ー
：ゲ

ル

の

論

理

學

を

評

しV

次

の

如

く

：沄
つ

.て
居

る

。「

.論
现

學

は

、
:先

づ

第
一

に

朴

ft
論

バ

或

は

本 

體

論

0
:
1
0
0
脊

)

の

問

題

を

把

搌

す

る

が

故

^
こ

を

、——

詳

し

く

_沄
へ

ば

そ

の

問

題

を

辯

證

法

的

^

、

即

ち

正

に 

同

時

に

存

在

的

な

も

の

‘

c
o
n
t
i
s
c
h
e
)

で

も

あ

れ

ば

論

理

的

な

;%
の(
L
o
g
i
s
c
h
e
)

 

V
J

し

て

の

#

®

l論
的
な
る
も
の
、

一
一
重
の
意
味
の
意
識

?:
以

つ

'て
、_

解

決

す

る

故

に

の

み——
「

實

在

論

的」

に

論

じ

得

る

.

.

.：
。し
ビ
パ(

R
.

 

Kroner,  
V
o
n

 

I
CAJ
n
t bis  

Ho>
g
e
L:w
d
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s
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ム 3 4.)°

.

斯

く

へ

ー

ゲA

の

論

迦

學

は

同

時

に

存

在

論

で

あ

る

が

故

に

、

又

從

來

の

形

式

論

理

學

及

び

先

驗

的

論

观

舉

の

改 

造

ど

しV

現

は

れ

た

の

で

あ

る

0
先

づ

、

凡

ゅ

る

存

在

か

ら

柚

象

し

尜

ら

れ

た

、

部

な

る

主

觀

の

瓜

惟

形

式

を

取

扱 

ふ

形

式

論

理

學

の

否

定

ビ

し

て

现

は

れ

允

.。
然

し

乙

の

否

定

は

後

に

詳

し

く

述

べ

る

如

く

、
灌

に

否

定

し

去

る

ど

云 

ふ

消

極

的

意

味

ば

か

办

で

は

な

く

、
同

時

^
積

極

的

意

味

を

含

む

の

.で
あ
つ
'：て
、

即

ち

形

式

論

理

_學

の

恐

惟

主

體

た 

る

悟

性C
1

面

的

杣

象

に

闽

執

す

る

思

惟

作

|[
]

.

¥彼
の

辯

證

法

的

論g

學

の

不

可

缺

の」

契

機

ど

し

て

認

め

て

©

る 

か

ら

で

あ

る

o
ど

と

ろ

で

、
.取

な

る

主

觀

的

思

惟

形

式

を

取

极

ふ

所

の

形

式

論

现

學

か

ら

同

時

レ

存

在

形

式

を

取

扱 

ふ

所

の

辯

證

法

的

論

判

學

.へ
の
發

M
の

媒

介

の

役

目

を

果

し

た

の

は

ヵ

ン

ト

の

先

驗

的

論

.现
學

で

あ

る

。
0
^
1
.

K
r

丨 

o
n;n
>
r
, 

E
b
e
n
d
a
,
;
x

 S. 

3
0
2
-
3
I
2
.
”
F
0
r
m
a
l
e
,

 

t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
a
l
e

 

u
n
d

 

s
p
e
c
ulative 

L
o
g
i
k
.
)

即

ち

へ

.I グ
ゲ
は
力
ン 

ト

の

先

驗

的

論

理

學

の

核

心

的

思

想

?:
次

の

點

に

求

め

^
。「

可

能

な

る

經

驗

め

：制

約

'は
同

時

^

可

能

な

る

對

象

の

制 

約

で

あ

气

そ

れ

：故

總

：て

の

經

驗

認

識

は

主

觀

的

で

あ

る

'ど
同

時

に

客

觀

的

で

.あ

.る
。」

？
。
：：勿

論

ヵV

ト

は

旣

R
述 

べ

/2
如

く(

拙

稿「

論

«
經

濟

學

方

法

論

叙

說

し

參

照

}
ゾ

不

可

知

論

の

立

場

に

立

.つ
も

の

で

あ

.る
か

ら

し

て

、

彼

の

問

:

第

二

十

六

卷

£

ー
_七)

M

k
it
に
於
け
る
?a
,實
性
認
識
へ
の
_
緖 

.笫1 ,

ー
號 

一
二
三



筋
ニ
十
六
卷(

三1

八)

親
.念
論
に
於
け
.る
現
實
性
.認
識
へ
•の
：端
楮 

第

二

號

一

ニ

1'
-1|

題
ど
す
る
對
象
は
存

* '4/

の
も
の
：、「

物
自
體」

：で
：は
な
く
、
我
々
の
主
觀

^
經
驗
的
に
與
.へ
ら
れ
宂
對
象
即
ち
現
象
に

過
ぎ
な
い
：？
然
し
ビ

^
が
く
も
、
ヵ
ゾ
ト
は
あ
っ
：て
は
、
對
象
が
主
觀
忙
與

-

從

っ
て
對
象
が

_
觀
の
內
部

^
移
さ
れ
て
居

'る
以
上
、
乙
の
對
象
を
認
識
す
る
：制
約
た
る
主
觀
の
：先
驗
的
思
惟
形
式(

範

«
>は
同
時

^
主
觀
內
部
の
對
象
め
構
成
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ

6
、
即
ち
思
惟
形
式
で
あ
る
ビ
共
^
對
象
の

構
成
原
理
、
：莽
在
形
式
で
も
あ

/3
。
ヵv

ト
自
身
は
自
己
：の
先
緣
的
論
现
學
が
存
在
的
丨
論
趣
的
な
も
の
、
即
ち
存

在
論(

o
n
t
o
l
o
g
i
e
)

的
爾
芽
を
含
む
こ

ど
を
明
瞭
^
意
識
し
て
居
ら
な
か
つ
た
。

へ
ー
ゲ
ダ
は
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ

の
影
響
の
下

k
、

力V

ト
の
.先
驗
的
論
理
學
の
內

R
含
ま
れ
た
：存
在
論
的
前
芽

t
發
展

3
せ
、
以
っ
て
彼
：の
辯
證
法

的
論
理
學
を
構
成
し
た
の

で
あ
る
。
さ
れ
ば
、「

經
驗
，の
可
能
：で
あ
る
：の
は
、
存
在
す
る
も
の
が
論
：理
的
に
制
約
せ
ら

れ
る
か

&:
-で
あ
る
ミ

^V

卜
は
云
っ
た
が
、

へ
ー
ゲ
攻
は
そ
れ

^
附
け
加
へV

:

云
ふ
、
先
驗
的
論
现
學
の
可
能
で
あ

.

■、

、

る
.の
は
、.論
理
，的
な
る
も
：の
•か
そ
れ
自
身
存
在
す
る
も
の
で
あ

-
、̂存
在
す
る
も
の

V
契
機
だ
か
ら
で
あ
る

•…
VJ>J  

(Kroner,

w
o
e
n
Qa
a
. s,  305)

以
上
に
ょ
っ
て
、

へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
學
は
俎
惟
形
式
で
あ
る
ど
同
時

^
存
在
形
式
で
あ
る
ど
沄
ふ
辯
證
法
の
第1 

の
契
機

?:
含
ひ
も
の
で
あ
々
、
且
っ
斯
か
る
思
惟
形
式
を
純
粹
な
姿
に
於
て
硏
究
す
る
も
の
で
あ
办
、
從
っ
て
凡
ゆ 

る
存
在
の
原

.理
の
體
系
、
即
ち「

影
の
國

.

」

を
取
捩
ふ
も
の
で
あ

6
、
そ
れ
故

^
こ

4
/、彼
は「

エX

チ
ク
ロ
ベ
デ
ィ

I j  

(wncyclopsie.  der  pKIlosophischen  wisssschafts.  

IOO
I 7 〕
に
於
て

.は
、
最
初

R
論
理
學

5:
置
さ
、
次
い
で
乙

の
存
在
原
理
の
體
系

k
從
っ
て
生
ず
る
：自
然C

自
然
哲
學〕

及
び
入
間
精
神(
精
神
の
哲
學)

を
取
扱
っ
て
居
る
ミ
ど
が

娌

解

？

.れ
得
る

o

.

.
ズ

：
ニ
：：
：.八
 

:

€
乙

ろ

で
、
思
惟
形
式
が
存
在
形
式
ど
同I

で
あ
ら
、
從
っ
て
眞
に
具
體
的
存
在
ビ
同
一
な
具
體
的
思
惟
形
式
た 

る
に
は
、
何
故
辯
證
法
の
：第
二
の
契
機
、
即
ち
對
立
性
の
統
一
な
る

m心
惟
の
運
動
形
式
を
必
要V 」
す
る
か
。
勿
論
へ
ー 

ゲ
火
は
こ
の
問
題
の
說
明
を
ば「

論
现
學」

：g

R「

エ
ゾ
チ
ク
ロ 

.
ベ
デ
ィ
ー」

第1

部
論
理
學
の
全
體

R
於
て
行
っ
て
居 

る
"然
し
を
の
說
明
の

.要
點
、核
心
は
こ
れ

.を「
H

ン
チ
タ

«
ベ
デ
ィ
ーj

第

一

部
論
理
學
の「

豫
備
槪
念」(vorbegria  

中

の
一
章「

論g

學
の
詳
細
槪
念
及
び
區
分」(§

herer  Begiiff  und  Eintheiluiig  der  Logik.  §  7
9

00
3〕
中
^
見 

出
す
乙

/

yj

?:
得
る
。

3
て
へ
ー
ゲ
ル
は
論
理
的
な
も
の(

M
惟)

は
形
式
上
三
っ
の

.方
而
を
持

.っ
ビ
す
る
。
即
ち
；

「

論
现
的
ぬ
も
の
は
形
式
上

.三
っ
の
方
面
を
有
す
る

.0(

イ)

抽
象
的
即
ち
悟
性
的
方
面
、(

ロ )

辯
證
法
的
即
ち
消
極 

的

I
砷
性
的
方
面
、
：

(

ハ)

思
辯
的
即

V
積
極
的—

理
性
的
方
面
。

こ

れ

ら

三
方
而
が
：論
坪

學
の
三
部
門C

筆
者
註

、

存
在
論

.
本
質
論
、
槪
念
論

.

)

を

形
：づ
く
る
の
で
は
な
い
、

却
っ 

て

く
れ
ら
は

凡

て

の

論

珊

的

丨

«

*

_な
も

の

、

換

言

す

れ

ば

總

て

.の
«
念
.或

ひ

ゆ

總

て

(7
)
眞

な

る

も

の

一

般

の

契 

機
で
あ

る」

o (
H
e
g
e
L
S

 .
w
e
r
k
e
.

 

v
o
l
l
s
t

PJ:
n
d
i
g

.:o
A
u
s
g
a

cre
,

 

B
a.
，6

.

w
n
c
y
c
o
p

fo
:
d
i
e
. 

I:TlleiL 

D
i
e

 

L-ogik. 

llrg. 

<
.

L
e
o
p
o
l
d

 

v
o
n

 

H
3

n
i
n
g
:
l
s
4
a

 §
7
9
.  

s.  

1
4
6
,

速
水
敬
ニ
譯「

へ
ー
ゲV

哲
學
體
系
、
第

！

部
論
理
學」

頁

I-  

.八
三)

ど
0

. 

'  

.

こ
然
ら
ば
，
論

.理
的

な

も

の

氣

惟

0
ーーー_っ
の
方
而
の
第
ツ
に

«
故
悟
性
的
方
前
が

'置
か
れ
る
：の
が
。

蓋
し
我
々
が
對
象
を
認
識
す
る

.場
合

:'
先
づ
威
性
〃
、
即
も

11
»
ゃ

威

!1
;
を

3|
(
1
;
じ
セ
真
體
的
姿
で
對
象
が
意

_
^
» 

へ
ら
れ
る
ゃ
然
し
直

»
や
感

.覺
に
ょ

0
て
は
、單
に
受
動
的

^
對
象
が
意
：識
忙
典

' へ
ら
れ
た
. 

< け
で
あ
づ
て
、
未
だ
意

第

二

十

六

卷

C
H
.
I
九

^

觀
念
論

JC
於
け
る
規
賢
性
認
識
べ
の
蟛
緖

' 

第

二

號

ニ

 

ニ
五



、

第
ニ
.十
六

卷

：(

三
1
1
0
:
> 

,
$
|

謫
に
於
け
る
1|
.
«赞性
：認
識
‘へ
.の
竭
緖
：
.

,

5

1
鱗 

一
二
六

. 

"

.

.

 

. 

.

.
 

.

.

 

•
. 

• 

. 

.

.
-
+
•
+ 

' 

' 

.

識
の
方
が
能
動
的

^
:對
象
を

#«
1
斷
し
、
思

惟

f
6
段
階
、
.，即
：ち
論
賴
的
方
面

^
:は
：達
し
て
ゐ
なS

。

論
理
的
見
地
か 

ら
す
れ
ば
、
直
難
や
感
覺

.は
そ
れ
：へ
.の
前
段
階
で
あ
气
其
處
に
於
ャ
は
未
だ
思
惟

^
ょ
っ
て
對
象
に
何
等
の
判
斷
、
 

規
定
も
附
與
さ
れV

ゐ
なS

か
.ら
し
て
、
全
く
空
虛
な
、貧
弱
，な
も
の
で
あ
る
。

S
乙
ろ
で
一
度
感
性

^
ょ
っ
て
對
象 

が
與
へ
ら
れ
、
患
惟
が
能
動
的
に
對
象

^
判
斷

5:
加
へ
る
場
合
丨
先
づ
最
初
に
は
如
何
な
る
判
斷
を
加
へ
る
で
あ
ら 

ぅ
か
。：

本
來
如
何
な
る

§}
ま
で

も
を
の
内
に
は
多
様
な

規
定
が
蹿
一
さ
れ
て
居
ゥ
、

仑

れ
故

R

こ
そ
具
體
的
な

2
.

で 

あ
る
。
例
へ
ば
或
る
交
換
現
象
を
取
っ
て
考
へ
て
み
て
も
、
常
事
者
間

k
權
利
義
務
の
問
題
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る 

以
上
法
律
的
規
定
を
#

っ
し
、
同
時
に
又
當
事
者
間
の
物
質
的
欲
望
充

M
の
爲

0
活
鑛
ど
し
て
生
じ

K
も
の
で
あ
る 

以
上
經
®
的
规
定
を
持
っ
k
M

R
交
換
.現
象
を
球
ら
經
濟
的
規
定
ょ
：6
»察
し
て
も
、そ
れ
.が
^
:
由
競
爭
の
下
で
行 

は
れ
た
か
乃
至
ば
獨
占
の
下
で
行
は
れ

.た

.か
^
ょ

0
て
夫
々
特
殊
な
規
定
を
持
つ
。

(£
己
ろ
が
我
十
の
思
惟
活
動
は 

最
初
か
ら
乙
の
交
換
現
象
を
樣
成
し
て
居
る
多
樣
な
る
规
定
を
悉
く
判
斷
し
得
な
い
。
先
づ
^
^
^
は
を
の
觀
察
者 

が
强
く
關
心
を
引
か
れ
た
ー

.っ
の
規
定
を
他
の
諸
規
定
か
ら
抽
象
し
、區
別
し
、
こ
の
规
定
を
闽
定

3
せ
、
©
執
す
る
。 

例
へ
ば「

そ
れ
は
經
濟
現
象
だ」

ど
判
斷
す
る
。
そ
し
て
乙
の一

つ
の
規
定
を
そ
れ
だ
け
で
成
立
し
、
存
在
す
る
も
の 

ぐ

j

見
做
し
て
、

E
に
こ
れ
：に
詳
細
な
判
斷
を
卞
す
。
斯
る
羅
惟

'活
動
：を
へ
ー
ゲ
ル
は
悟
性

^
呼
ん
で

»
る
。
即
ち
、
 

「

悟
性
ど
し
て
の
思
惟
は
同
宠
的
規
定
性
及
び
か
、
る
も
の
、
他
に
對
す
る
區
別
を
以
つ
て
自
足
し
て
ゐ
る
。
悟
性 

は
か
や
ぅ
な
制
限
的
抽
象
態
を
を
れ
だ
け
で
成
立
し
、
推
在
ず
る
ビ
见
做
す
。」

*こ
o

Q
OO
0. Ebenda.  

S.  “
4
7
.

同 

書
、

M
、

1
八
三
0
'ぐ
."

觅
に
へ

I
ゲx

は
同

®
の
袖
逍
に
於
て
詳
細

k
悟
性
の
特
質
を
指
摘
し
て

R
る
。「

悟

性

の

活

動

は

般

k
tai
^
l
.

か
形
式(

傍
辦
は

_
者)

を
仑
れ
の
內
容

^
分
ち
與
へ
る

^
あ
る
。」

即
も
交
換
現
象
は
他
の
經
濟
現
象
例
べ
ば
生
產
、
 

分

®
現
象

V
J
Mん
で
特
殊
な
も
の
で
あ
々
、

M
も
同
時

.に
又
經
濟
现
象
一
般

^
し
て
の
普
遍
性
を
も
持
つ
。
ビ

Z
/> 

で
、「

を
れ
は
經
濟
現
象
で

.あ
る」

ビ
の
悟
性
判
斷
は
普
遍
性
の
形
式
を
交
換
現
象
の
內
容
に
分
ち
與
へ
る
。「

而
も
悟 

性

^
ょ
つ
て
措
定

^
れ
た
普
遍
は
抽
象
的
普
遍(

傍
織
は

«
者〕

で
あ
つ
，て
> 
杣
象
的
普
遍
を
の
も
の
は
特
殊
ど
嚴
密 

^
對
氍
さ
れ
る
。」

即
ち
交
換
現
象
が
經
濟
現
象
だ
ヒ
判
斷
す
る
場
合
、
交
換
現
象
が
經
濟
現
象I

般V 」

異
つ
た
特
殊 

性
觅

^
獨
占
的
交
換
現
象
、
自

_
競
郇
的
交
換

.枧
象
等
の
種
々
異

.
0た
特
殊
性
は
抽
象
し
尜
ら
れ
、
經
濟
现
象

1
般 

cf
し
て
の
規
定
の
み
が
思
惟
內
容
に
固
定
さ
れ
、
他
の
特
殊
な
規
定
ど
嚴
密

R

M別
さ
れ
、
夫
等
は
排
除

3
れ
る
。
 

「

悟
性
は
そ
れ
の
請
對
象
に
對
し
て
分
離
的
且

0
杣
象
的
レ(

傍

»
は
筆
者

>振
舞
ふ
。」

即
ち
悟
性
は
交
換
現
象
の
諸 

規
定
の
內
か
ら
經
濟
現
象
ー
般
ど
し
て
の
規
定
の
み

5:
分
離
し
、
杣
象
す
る
。「

乙
れ
を
以

0
て
.悟
性
は
、
を
の
も
の 

S
し
て
は
全
く
具
體
的
な
る
も
の

^
係
は

6
且
..つそ
れ

^
止
つ
て
，ゐ
る
ヾ」

'z
'
^
の
：直
接
的
直
觀
並
^
感
覺
の
正
反
對 

の
も
の
で
あ
る
。
し
^
。

ど

>
;ろ
で
、
形
式
論
理
學
に
於
け
る
思
惟
活
動
の
主
體
は
こ
の
悟
性
な
の
で
あ
る
。.
形
式
論
理
學
の
収
扱
ふ
槪
念 

は
、
周
知
の
如
く
：、
,多
樣
の
親
定
の
統一

た

0
植
.々
：な
具
體
：的
對
象
ヾ
.即
ち
：失
ダ
種
々
な
特
殊
性
を
を
の
內
^
含
む 

諸
：對
象
か
ら
或
る
共
通
な
規
定
の
み
を
杣
象
し
、
を
し
て
作

6
出
笤
れ

/2
所
以
牠
象
的
普
遍
的
溉
念
：で
あ
る
。
例
入 

ば
、
商
業
資
本
主
義
、：
產
業
資
本
主
義
、
金
融
資
本
主
義
等
夫
ヶ
特
殊
性
を
持
ら
た
社
龠
現
象
か
ら
共
通
な
規
宠
の 

み
を
柚
象
し
、
そ
し
て
：資
本
主
義
な
、る
普
遍
的
槪
念
を
構
成

：
L
s 

W

の
槪
念

k
固
執
し
、
を
れ
を
獨
：立
に
存
す
る
も 

の
ビ
しV

取
微
ふ
か
ら
、
：

.

假
令
へ
特
殊
な
資
本
主
義 

> 即
ち
金
融
資
本
主
義
ば
獨
占
が
支
配
し
、
を
し
て
資
本
主
義

第
二
十
六
卷
.Q

m
l
>
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號
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二
八

の
主
恶
契
機
た
る
自
由
競
華
が
否
定
^

れ
弋
居
つ
て

^

 ̂

fは
6
誉
本
主
義
味

.ず
乙
ま

で
％
資
本
主
義
で
：あ
つ
て
同 

時

^

_會
主
義
た

6
得
な

10
f
の「

間

.ー
«
の
處
理

^

<ば
：<
な
办〕

が
支
酿
す
る
 ̂

性
の
原
理J  

が
形
式
論
理
寧
の

«
本
法
則
で
あ
る

> :  

,

_ 

:斯
る
普
遍
的
な
一
づ
め

'規
定

^

柚
象

し

、

乙
れ

^

0
執

す

る

悟

性

的

風

惟

活

動

'

(

從
つ
て
形
式
論
现
學
の
见
惟
形 

式

}
は

多

樣

な

る

規

定

の

綠
I

た
る

.夫
>
 
の
真
體
的
對
象

^

1
致

し

得

ざ

..る
が
故

^

、
へ
I

ゲ
ル
は
之
れ
を
否
定
し
て 

居

る

が

、
全
然
乙
れ
を
否
定
し
去
る

.の
で
は
な
く
、
.
同
時
に
一
定
の

.制
限
の
下

^

、」

即
ち
炽
惟
活
動
の
全
部
ヾ

」

し
で 

は
な
く
、

M

惟
活
動
の
出
發
黯
ビ
し
て
缺
く
可
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る

v
j

な

し

、
之

^

1
定
の

*

利

V」

功
績
ビ
を
認
め 

.
V

居

る

。
一：

「

：

：
幡

性

的

思

惟
.の
功
績
ど
は

.、
理
論
的
魅

k

實
踐
的
領
域
^
於
て
悟
性
な
く
し
て
は
何
等
の
確
立
及
び 

.規

定

性

^

達
し
な
い
乙

>」

を

云

ふ

。

か
く
し
て
先
づ
認
識
作
用

2:
み
る
^
、

そ
れ
は
現
存
す
る
諸
對
象
を
を
れ
ら
の 

1::

定

.の
區
別

R
於

.

S

て
把
振
す
る

M

k
を

以

つ

て

始

め

，る

、

故
R
例
へ
ば
自
然
觀
察

R

於
い
て
は

.諸

々
の
素
材

'
力

、
 

類

、
等

々
の

'も

の

が
區
別

S

、:

そ
し

y

各

々
が

孤

立

す
る
も
の

ビ

し
て

Eg
執

^

れ
る
。

ミ
の

ビ

息

惟

は

.悟

性

vj 

し
て
働
く
、
そ
し
て

^

れ
の
原

iy
i

は

同

.

j

性

、
.單
純
な
向
己
關
係
で

'あ
る

o
"そ

の

場

合

乙

の

同

1
性
は
ま
た
認
識
に 

於

lr
て
先
づ
或
る
規
定
か
ら
他
の
規
宠
へ
の

.進

展

を

制

約

す

る

も

の

で

あ

る

..
0

:

•
.
挪
•論
的
領
域

^

於

け

る

€
等
し 

く

、
實
踐
的
：領

域

で

^

亦
悟
性
は
缺

S

得
な

い

。
行

爲

^

は
本
質
的
に
性
格
が
屬
す
る
、
.そ
し
て
性
格
あ
る
人
間
は 

悟

性

的

人

間

で

：あ

る

、
彼

は

>
ぐ

れ

尙

身

 

'
1定
の
諸
目
的
を
自
前
に
有
ち
、
乙
れ
ら
を
確
せ
遂
行
す
る
。
ゲ
ー
テ
が
言
つ 

た
^
く 

.
'
fi
A -
な
，も
の

.を

.意
志
す
る
者
は
自
ら

^

制
限
.ず

る

zVJ:.

を
知
ら
ね

.ば
な

.ら
ぬ

.。
之

^
.反

し

て

、

凡

ゆ

る

.も 

の

ゎ

.«
す

る

^
は

、

R
は

.何
も

の

を

-̂
:
意
志
し
な
い
、

4
た
何
も

.の
を

:1
:達
旗
じ
な

^
の
：で
ぁ

.る

0ノ
ブ
ど

0
-'
0
ゅ
‘

^

N
u
s
a
t
z
.
w
b
e
n
d
a
.
.
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四
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一
'八
五

)

.'

斯

く

へ

ー

、グ

\

は
，悟
性

(

從
つ
て
形
式
論
掷
學

)

を

思

惟

活

動

の

不

可

缺

の

出

發

觀

(£
:
し

\し
認
め
て
屈
る
が
、

41
L

方 

そ
れ
は
思
惟
活
動
の
總
て

く
は
な
く
、
：之

^

1

定
の
制
限

?:
附
し
て
居
る
。「

3

て
然
る

^

页

^
ま
た
斯
ぅ
言
は
れ
る 

の
が
常
で
あ
る
、
悔

性

は

余

6

に
行
さ
す
ぎ
て
は
な
ら
：ぬ
ど

'0
こ
の
ぅ
ち

^

は
；、，
悟
性
的
な
も
の
が
勿
論
究
極
の
も 

の
で
は
な
く
て

.却
つ
て
有
限
な
も
の
で
あ

X

、

一
 

層
詳
し
く
、言
へ
ば
、
悟
性
的
な
も
の
は
そ
れ
が
極
限
ま
で
追

a

つ 

め
ら
れ
る
ヾ

」

さ
反

»

の
も
の

k

轉
ず
る

(

傍

»

は
.筆

者

)
v
j

い
ふ

5£
當

な

乙

€
が
含
ま
れ
：て
ゐ
る
。

«

象
の

.ぅ
ち

.に

0 

.々

す
る
こ
ど
ば
靑
年
の
遺

6

方
で
あ

6

、
經

驗

を

積

ん

だ

人

は

抽

象

的

二

者

擇

1
(

筆
者

註

、：
1

面
へ
の

_

執)

に
關 

係
せ
ず
し
て
、
具
體
的
な
も

'の
^

賴
る
。」

ど
。

(§

ooo..:zusatz.. 

E
b
e
n
d
a
.
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,
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^
^

 

1

八)

：
：

I

悟
性
的
な
ネ
め
が
幡
性
的
な
も
の

$

し
.て
肖
身
徹
底
せ
し
め
ら
れ
、

「

極

限

尊

追

a

つ
：

€

ら

れ

る

S
き
反
.對 

の
も
の
に
轉
ず
る

j

ど
表
ふ
が
、
：そ
れ
は
：何
に
ょ
っ
て
行

.は
れ

5

か

せ

承

ふ

汽

へ

ー

ゲ

ル

^

ょ
れ
ば
を
れ
は
論
理
的 

な
も
の
：、
第
二
め
契
機
ど
し
て
の

「

辯
證
法
的
即
ち
消
極
的
丨
跸
性
的
契
機

」

化
ょ
つ

'す
な

^
れ
る
の
で

.あ
る
。

旣

述

べ

た

如

く

、

#

性

は

意

|»
に
與
へ

>̂
:

れ
た
嚴
體
：的
諸
對
象
か
ら
共
通
の
普
遍
的
規
；定
を
抽
象
し
來
々

、
Z 

れ

^
固

執

し

、
之

れ

ぉ

獨

立

に

#

す

る

も

の

(£
看
做

し

、
.從

つ

：
て
：
こ

の

柚

象

的

普®
^
^
^

亿
分
離
さ
れ
、
區

別

さ

れ

七

居

0
。

ビ

乙

/?
で
旣
？

の
杣
象
的

# '
遍
は
特
殊
規
定
を
棄

S

I

云
ふ
制
限
の
下 

k

於
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
を
れ
自
體
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ

6

、
限

6

を
有
つ
た
も
の
即
ち
有
限 

わ4

の
で
あ
る

4
を

れ

^
も
拘
ら
ず
悟
性
は
柚
象
的
普
遍
は
特
殊
的
規
定
が

6

獨

立

：代

夫

自

體
#

す
る

も

の

^
し
て
、
 

こ
れ

^

固

執

す

る
.？
然

6

乍
ら
悟
性
が
袖
象
的
普
遍
代
固
執
し
、：
之
れ
を
獨
立
さ
せ
ジ
徹
底
的

^

ざ

Z
没
で
も
抽
象

:
笫u

十

穴
卷
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笫

-號

r
i:〇

的
普
遍
は
抽
象
的
普
遍
だ 

<主
張
し
や
ぅ
ど
：す
る
な
ら
ば
、反

0
て
益

‘明
瞭
に

.：十
の
對
立
的
規
定
た
る
特
殊
を
必
耍

. 

す
る
乙

^
に

^
る
。
何
故
か
次
れ
ば
、:

普
遍
が
普
遍
ビ
し
て
微
底

^
れ
る
じ
は
、

換
言
す
れ
ば
普
遍
が
普
遍
そ
の
も 

の

^
し
て
眞
の
普
遍
た

6
得
る

^
は
、
特
殊V

云
：ふ
對
立
的
規
定
を
缺

S
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
.特
殊
が
な
け
れ
ば 

何
等
の
：曹
遍
も
あ

6
得
なS

か
ら
で
あ
る

"
斯
く
て
悟
性
が
自
一
己
を
極
限
ま
で
徹
底

^
せ
、
抽
象
的
普
遍
を
杣
象
的 

普
遍
を
し
て
主

‘張
じ
や
ぅ
£
す
る
時
は
、
そ
の
翁
立
的
規
定
乜
る
特
殊
を
絕
對
に
必
耍
ビ
し
、
從
っ
ズ
柚
象
的
普
遍 

.
が
明
瞭
に
特
殊
ど
對
立
妃
骰
か
れ
る
以
上
、
抽
象
的
普
遍

^
の
も
の
は
そ
の
獨
立
性
を
失
っ
て
、
夬
段
體
既
に
：特
殊 

に
對
し
て
の「

或
る
特
殊
な
も
の」
即
ち
普
遍
の
否
定

^
る「

反
對
の
も
の」

に
必
然
的

k
轉
ず
る
。

斯
く
て
杣
象
的
普
遍
が
夫
自
體
を
杏
宛
し
、
そ
れ
に
矛
盾
し
、
對
立
す
る
所
の
或
る
特
殊
な
も
の
^
轉
ず
る
の
で 

あ
る
が

" 

の
場
合
杣
象
的
普
遍
が
沍
定
さ
れ
る
ど
云
っV

も
、
.を
の
西
足
の
：意
味
は
軍
に
全
然
普
遍
を
否
定
し
去 

るVJ

云
ふ
意
哝
で
は
なS

。

寧

/)
そ
の
否
定
は
同
時

k
肯
定
的
意
味
を
持

.っ
：の
で
あ
る
。V

1
K

ふ
.の
は
、
特
殊
か
ら 

全
然
孤
立
し
、
獨
立
し
て
存
す
る

^
考
ベ
ら
れ
た
抽
象
的
普
遍(

悟
性
的
規
定
の
下
に
あ
る
普
遍)

が
否
定

5
れ
は
す 

•
る
が
，
同
時
は
膂
遍
が
眞
忆
魯
遍

e
し
て
あ
：々

#
る
が
爲
に
そ
れ
&
體
の
缺
ぐ
可
ら
ざ
る
契
機
ど
し
七
特
殊
を
必
要 

^
-す
る

^
の
眞
の
癌
遍
即
ち

-1
或
る

#
殊

^
も

^」

か
肯
定

^
れ

0
か
ら
で

&
る
ァ

5
れ
ば

.へ
ー
ゲ

^
.も
、「

こ
の
否 

.
定
的
な
も
の
は

^

^

K成
果
ビ
レ
て
同
時

^
肯
定
的
な
も
の
で
あ
るJ

Q

oorvzusatz.  

2,  Ebenda.  
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>」

云
づ
て
居
る
。
ァ
ぐ
し
て
又
t
の
を
定
に
ょ
る
轉
化
作
用
を
へ
ー
ゲ\

は「

揚
棄」(Aufhebelo

或
は「

移

'
行」(obergehen)

ど
呼
ん
で
居
る
。

「

揚
棄

.

」

な
る
用
語

k
就
て
は
次
の
如
念
說
明

I-
加
へ
て
居
る
。「

こ
、
に
於
て
獨

,

乙

語

のaufhcbcn

の
ニ
っ
の
意
義
が
；想
報

:3
る
べ
さ
で
あ
：：る
。
ー
^
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不2

定
す
る
、

?:
云
ふ
意
味

^
解

3
れ

3
、
例
へ
ば
こ
の
意
味
で
或
る
法
#
*
社
會
制
度
がaufheben  

3れ
/2
ビ
言 

は
れ
る
。
然
し
第
ニ
^
は

a
u
f
h
e
b
e
n

は
ま
れ
度
々
保
存
す
る
ビ
い
ふ
意
味

^'
;0
ひ
ら
れ
る
、

乙
の
意
味
で
菩
々
は 

成0

も
の
が
ょ
く 

a
u
f
h
e
b
s

s

nるVJ

言
ふ
。
か
く
否
定
ど
肯
宽

(1
:の
意
味
を
有
す
る
用
語
上
の
ニ

11
1
の
語
義
は 

偶
然
ど
みら

；；

：て
は
な
ら
ぬ
、
ま
た
混
亂

R
機
會
を
與
ベ
る
も

' の
ヒ
し
.て
言
葉
ま
で
が
批
難
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
却 

つ
て
.
4
/
の
'ぅ
ち

^
獨
乙
語
の
單
な
る
悟
性
的
ニ
者
擇一.(

筆
者

K
、

一
 
而
ベ
のm

l
o

を
超
越
す
る
思
辯
的
精
神
が
認 

め
ら
れ
ね
ば
次
らg

の
で
あ
る

。」

Q 
%
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」

'「
移
行j  

VJ

一
 
巧
ふ
.用
語
も
同
樣

^
、

m

R

Aか
ら

^
に
移

6
、
か
く
て

<
は
跡
方
も
な
ぐ
消
え
失
せ
る

5
言
ふ
意
味

.で
は
な
く
、
 

A
が

否
定

^
れ
る
プ
レ
同
時
に
異
っ
た
形
で

A
が
肯
定
さ
れ
、
保
存
さ
れ
、

^

移̂
つ
て
行
く
<£
言
ふ
意
味
で
あ
る
。

斯
か
る
否
定
？
對
立
へ
の
移
行
作
用
は
、
杣
象
的

©
惟
形
式
を
し
て
具
體
的
思
惟
形
式
、
即
ち
存
在
形
式
せ
一
致 

す
る
俎
權
形
式
へ
の
發
展
の
端
緒
を
な
す
も
の

.で
あ
る

"S
1
K

ふ
の
は
.具
體
的
存
在
は
普
遍
的
規
宠
や
特
挪
的
規
定 

や
の
多
樣
な
る
規
定
の
統
一
で
あ
ク
、從
つ
て
具
體
的
思
惟
形
式
も
多
槔
な
る
敗
定
の
統
つ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

•か
、
 

乙

の
杏
定
作
用
に
ょ
つ
て
抽
象
的
普
遍
は
を

.の

.獨
立
性
を
帝
定
3
れ
、
特
殊
的
規
定
を
必
.要
す
る
ど

^
が
明
瞭
化

S 

れ
、
を
れ

0
體
特
殊
的
規
定

^
對
す
る
或
る
特
殊
な
も
の

^
轉
じ
、
漸
が
て
普
遍
的
規
定
ど
種
々
な
特
殊
的
規
宛
ど 

の
統一 

> 即
ち
具
體
的
思
惟
形
式
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
端
緖
を
開
く
が

&
で
あ
る

。
'

斯
か
る
抽
象
的
恐
惟
形
式
か
ら
具
體
的
思
惟
形
式
へ
の
發
展
の
端
緖
を
可
能
な
ら
じ
め
る
も
の
、
即
ち
悟
性
的
な 

杣
象
的
见
惟
形
式

_の
否
定
作

;}
]
を
'、
，
へ
ー
ゲ.̂
は
論
理
的
な
も
の 

>第
一
:
1の
契
機
代
る
辯
證
法
的
若
く
は
消
極
的
现 

性
的
侧
两

S
呼
ん
で
房
る
。
_
れ
ば
：八

1
節
に
於
て
、
辯
證
法
的
契
機
を
：次
め
如
く
定
義
じ

.て
®

る
':
0

:

#

u
十

六

卷

Q
1ニ
五

)

糊
翕
諭
に
於
け
る
現
實
独
認
識
へ
の
端
緖
一

 

锒

ニ

髀

1
三

1



‘
 

溶
'二
十
六
卷

Q:
三

2

糨
念
論
に
於
け
る
現
實
性
諷
識
へ
の
.蠍
緖 

き
一
擻

'

.Hi  
ニ 
•一

■「
辯

®
法
的
契
機
ば
か
や
ぅ
な(

筆
者
註
、：
悟
性
的)

な
有
限
的
諸
規
定
の
本
來
的
自
己
揚
棄
で
あ
办
、
且
つ
そ
れ
ら 

ど
對
置

3
れ
た
る
諸
規
定
へ
の

•移
行
で
あ
る
。
，(

§
00
.
1*'
.
&

51
^
詳
細

^
說
明
し
：て
日
く
、'

:

ぐ

 

V 

.

.

「

辯
證
法
は
そ
れ
の
本
來
の
意
味
の
规
定
性

R
於S

て
は
却
つ
て
梧
性
規
定
、事
物
及
び
有
限
な
も
のI

般
の
固
有 

の
眞
實
な
本
性
を
な
す
の
で
あ
る
。

•
•
.
：
：
辯
歡
法
は
內
而
的
移
行
で
あ
づ
て
、

C
れ
に
於
いV

ば
悟
性
規
定
：の
一 

而
性
ど
制
限
性VJ

が
そ
れ
ら
の
本
來
あ
る

^
こ
ろ
の
も
の
ど
し
て
、
.即
ち
そ
れ
ら
の

.否
定
性VJ

し
て
現
は
れ
る
。
あ 

ら
ゆ
る
有
限
な
も
の
は
芷
に
肖
己
，¥
#を
揚
棄
す
る
も
の
で
あ
る
。
從

0
て
辯
證
法
的
な

.も
の
は
舉
的
進
展
?:
動
か 

す
魂
を
形
成
し
、
：
且
つ
を
れ

^
ょ
つ
て
の
み
內
面
的
聯

»!
ど
必
然
性
ミ
が
學
の
內
容
代
入

&
來
々
、
同

じ

く

を

の

內

，
 

1
般
に
有
限
な
も
の
を
越
：ゆ
る
眞
實
の
、
外
的
に
非
ざ
る
高
揚
が
含
戈
れ
る
原
理
で
あ
る
。」

(
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1
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V

乙
ろ
で
、
へ
ー
ゲ

^
; 

R
於
て
は
乙
の
辯
證
法
的
作
用
を
營
む
思
惟
主
體
は
絕
對
的
精
神
で
あ
：る
か
ら
し
て
、
乙
の

. 

絕
對
的
精
神
の

}7
1心
惟
形
式
|:
純
粹

^
取
扱
ふ
所
の
狹
の
論
现
學

^
於
て
は
至
：る
所
化
於
て
、
即
ち
存
在
論
、
本
質
論
、

■

*

'
概
念
論
の
至
る
所

^
於
て
、
乙
の
辯

«
法
的
作
用
を
見
出

(,
得
る
の
で

.あ
つV

.

例
べ
ば
存
在
論
だ
け
^
就
い
て
云

つ
て
も
、「

有」

が
を
れ
に
對
空
ず
る
，

「

«」

に
、「

質」

が
そ
れ
に
對
立
す
：る「

量」

^
移
行
す
る
の
を
兒
出
す
し
、
11
^
又

. 

,.

絕
對
的
精
神
が
凡
ゆ
る
自
然
竝

R
人
間
精
神
の
本
體
で
あ
る
限
办
、
辯
證
法
は
又
楚
等
の
存
在
の
原
理

^
な
る

。

^

■
.
れ
ば
へ

f
ゲ

次

の

如

く

も

云

つ

て

居

-6
。「

|£
に
ま
た
辯
證
法
は
自
然
界
«
に
精
神
界
の
凡
て
の
特
殊
領
域

-(
?
形 

'
へ

,:
.態
觀 

彻
：：

v\
sば
變
體
め
：蓮
：行
が

3
ぅ
で
あ
る
。
成

1'
1
が
今
乙
の
揚
所
も
あ
る
、

乙
の」

乙〜

は

遊

:
'

摄
が
爻
な
他
の

.場
所

^
も
あ
る
.可
能
性
を
含
ん
で
ゐ
る
、
そ
：し
て
i
の
：變
動
の
可
能
な
る
こ

ビ

は
遊
屉
が
運
行
す
る 

こV 」

に
よ
つ
て

®
存v

な
る
。
同
様
^
物
理
的
諸
耍
素

.も
辯
證
法
的
な
る
こ
：ど
を
證
示
し
て
ゐ
る
、
ま
た
氣
象
の
過 

程
も
辯
證
法
の
現
れ
で
：あ
る
。
他
の

>
切
の
自
然
過
程
の
根
據
を
な
す
も
の
、
.及
び
同
時

^
自
然
を
し
て
自
分
自
身 

か
ら
拔
け
出

^
し
め
る
も
の
：は
同
じ
原
，理
で
あ
る
0

精
神
界
特

^
法
律
及
び
偷
理
的
な
も
の

S
領
域

.に
於
け
る
辯
證 

法
の
現
れ

^
關
し
て
は
、
今
の
場
合
た
ド
、

一:

般
的
經
驗
の
示
す
如
く
、
或
る
狀
態
乃
至
は
行
，爲
の
最
も
極
端
な
も 

の
が
如
何
に
そ
の
反
對
の
も
の
へ
轉
化
す
る
の
が
常
で
ゝ
め
る
か
を
旭
ひ
起
せ
ば
よs

、
を
し
て
か
、
る
辯

®
:法
は

^: 

な
多
く
の
格
言

^
於
て
屢
<
課
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば

.SU

日
日u

m

 jus.summa  injuria  (

法
も
過
ぎ
れ
ば
不
法V 」 

S
る)

ヾ
し
言
は
れ
る
S
さ
、
そ
れ
は
抽
象
的
法
が
を
の
.極
端

^
追

a
や
ら
れ
：る
.次
ら
ば
不
法
に
轉
化

^
れ
る

乙

ど
を 

意
味
す
る
。
爻
た
政
治
の
領
域
で
極
端
な
無
政
府
主

«
ど
極
端
な
事
制
政
治
ど
が
直
に
伴
ひ
合
：ふ
を
常
ビ
す
る
乙
く
し 

も
周
知
の
こ
ど
で
あ
る
。
個
別
的
形
鶴

^
於
け
る
觭
现
的
な
も
の

.、
領
域
で
.の
辯
證
法
の
意
識
を
吾
々
は
か
の
著
名 

な
格
言
、
傲
る
者
久
し
か
ら
ず
、
|

過
ぎ
た
る
は

.及
ば

.ざ
る
が
如
し
、等

^
み
る
。ノ——

肉
體
的
及
び
心
的
感
覺
ビ 

雖
も
そ
の
辯
證
法
を
有
す
る
。
悲
し
みV 」

喜
び

^
の
極
が
互

^
移
ぅ
行
く
乙

^
は
誰
し
も
知
つ
て
ゐ
る
、
.即
ち
喜
び 

^
炎
ち
た
心
は
淚
に
於
い
て
体

^
々
、
最
も
深
い
悲
哀
も
場
合

^
よ
.つ
て
は
微
笑

^
よ
つ
て
表
は

3
れ
る

。」
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.

:

註

M
に
へ
ー
ゲ
ル
は
、
八
ー

.節
の
础
逍
に
於
て
、

'辯
：證
法

^
詭
辯
論
並
に
懷
，疑
論
ミ
の
區
別
を
明
瞭
に
し
、
辯
證
法
ミ
こ
れ
等
の
も
の
ミ
を
浞 

:

闾
せ
ざ
る
：や
ぅ
に
注
意
を
與
へ
て
居
る
。
先
づ
辩
證
法
ど
詭
辯
ヰ
の
奩
刿
に
就
て
は
云
の
如
く
述
べ
て
屈
る
。

,
.31
に
.ま
た
辯
證
法
は
単
な
る 

詭
辯
ミ
混
同
：さ
れ
て

.は
な
ら
ぬ
、
詭

_
は

*

1
而
的
に
し
て
鸟
つ
柚
象
的

'な
：諸
規
定
を
狐
，立
：化
し
て
主
張
し
、
.個
人
及
び
彼
の
特
殊
の
郤
愦

:笫
1
1十
六

卷(

1
七〕

親
念
讁
忙
於
炒
る
現
.贺
，性
認
識
へ
の
.端
緖 

第二號匸ーー
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觀
念
論
に
於
け
る
現
货
蚀
認
識
へ
の
喘
絡

 

第

.ニ

號

1
:1 ー

四 

の
そ
の
時
の
關
心
が
あ
る
が
儘
に
虫
張
す
る
の
を
特
質
ミ
す
る
。

•
.
:辩
證
法
は
斯
く
の
如
き
行

^
は
：本
質
的
に

.興

.な
る
、
何

w
ti
れ
ぱ
、

.

.

.

.
辯
證
法
は
：土
に
、諸
物
を
即

|
對
自
的
：に
彩
察
し
、次
い
で
一
而
的
な
る
饴
性
の
諸
規
定
の

.有

.限
性
を
：#
露
す
る
と
ミ
を
志
す
か
ら
で
あ
る
ぐ

士 

o c§
. 
s
l
'
z
i
z
-

 (
I
>

 Ebenda s
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I
5
3
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In
J

#
、
'H
;J
'

又
辯
證
法

>

」

懷
疑
論
ミ
の

%
別
に
就
ぃ
て
は
次
の
如
く
述
べ
て
焐
る
。

「

懷
疑
論
は
、そ
れ
が

Hi
分
の
成
朵
を
琳
な
气
換
：

n
す
れ
ば
、
袖 

象
的
な
る
否
宛
ミ
し

1て
15
1
執
す
る

(

筆
者
註
、單
に
金
然
杏
定
し
虫
る
だ
け
な
る

が
故
に
、
自
已
の
此
來
を
見
鞔
る
の
で
あ
る

0
辯
證
法
は
罾 

..
'宛
的
な
も
の
を
そ
れ
の
成
艰

^
す
る
か
ら
、
杏
定
的
な
も
の
は
疋
に
成
果

^
し
て
同
時
に

#
宛
的
な
も
の
で
あ
る
、
何
ミ
な
れ
ば
否
定
的
な 

も
の
は
そ
れ
が
結
果
し
來
る
も
の
を
揚
棄

3
れ
た
も
の

W

し
て
内
に
含
み
、
か
、
る
も
の
な
く
し
て
は
そ
れ
自
身
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
俳 

.し
こ
の

.こ
«
は
論
辄
的
な
も
の

>
第
ー
|
;形
式
、
思

.辯
的
な
も
の
、即
ち
殺

.稀
的
丨
理
蚀
的
な
も
の
、
极
本
规
足
で
あ
る

。』

w
o
aoo
r
N
u
s
a
N

(

2
V
E
b
e
n
d
a
,
S
.
I
5
7
.

[n
.
l
w、
rl
、

l
^
:5:

,
:
3て
、悟
性
が
杣
象
的
普
遍
を
夫
自
體
獨
立(

孤
立
的)

^
存
す
る
も
のVJ

看
做
し
、N ；

れ

R
固
執
す
れ
ば
す
る
ほ
ざ
、
 

反
つ
て
結
局
普
遍
が
普
遍
€
し
て
あ
A
V得
る
が
爲

R
は
、

,

特
殊
を
必
要
ど
す
る
に
至
ゥ
、
獨
立(

孤
.立
的〕

に
存 

す
る
普
遍
は

.咨
定
さ
れ
、斯
く
て
普
遍
は
特
殊
ビ
對
置

3
れ
、
夫

S
身

.旣
^
特
殊

^
對
し
て
の「

成
る
特
殊
な
る
も
の
し 

即
ち
反
對
の
も
の

^
轉
化
す
る——

こ
の
作
用
が
論
理
的
次
も
の
、、
第
ニ
の
契
機
た
る
辯
證
法
的
作
用
で
あ
々
、
を 

し
て
そ
れ
が
杣
象
的
普
遍
を
杏
定
丨
朱
るVJ

云
ふ
意
味
化
於
て
破
か
に
泔
極
的
丨
作
用
で
あ
る
が
、
然
し
旣
R
述
べ 

た
如
ぐ
、M

の
辯
證
法
の
否
定
作
用
は
單

k
否
定
し
ぱ
次
し
な
、
即
ち
取
な
る
消
極
的
作
用
で
は

■な
く
、
旣
に
を
の 

内
に
積
極
的
作
用
の
契
機
が
含
爻
れV

居
る
。
こ
の
積
極
的
作
用
を
營
ひ
も
の
こ
そ
、
■
へ
ー
ゲ
ル
が

論

堋

的

な

も

の 

、
第
三
の
契
機

^
な
す
所
め「

思
辯
的
即
ち
積
極
的

-
现
性
的
方

.而
し
で
あ
る
°
即
ち
辯
證
法
の
作
用
の
下
化
於
て
は 

最
早
悟
性

.が
固
執
：し
：ャ

居

.0
:た
油

.象
：1
普
1
女
の
も
：の
.ば
_な
ぃ
が
、
そ
の

#.
象
的
普
逭
そ

'の
：も
の
：が
歧

る

特

殊 

0

I

l

i

l

i

i

B

s

f

c

B

な
も
.の」

、
|{
1
に
言
：ひ
換
へ
る

^
ら
ぱ
、
：.を
れ
の
存
立
を
可
能

.な
ら
し
め
る
制
限
規
定
ビ
し

.て
の
.
#
殊
を
持
つ
た
普
遍 

が
保
存
さ
れ
、
斯
く
て
は
普
遍

g
特
殊W

は
：全
然
別
個
の
も
の

_ど
し
て
孤
立
し
て
存
す
る
も
の
で
は
な
く
、
普
遍
が 

普
遍VJ

し
て
あ
み
得
る
が
爲
紀
は
、
そ
の
存
立
の
契
機
、

/J

し
て
旣
紀
特
殊
を
含
み
、
逆
に
特
殊
は
特
殊
ミ
し
Y

t 

得
る
が
爲

R
は

.、
そ
の
存
立
の
契
機
ヾ」

し
て

®;
1C
普
遍
を
含
ま
ざ
る
を
得g

.
o

即
ち
普
遍VJ

#

殊
ど
の
對
立
性
は
統 

一
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
权
。
斯
く
す
る

Z
ヾ

」

R
ょ
つ
て
、

m心
惟
形
式
は
杣
象
的
な
も
の
か
ら
、眞
に
具
體
的
な(

從
つ 

て
存
在
ビ'1

致
す
る)

も
の

^
變

6
得
る
の
で
あ
る

•：
°
例
へ
ば
、
或
る
交
換
現
象
を
思
惟
す
る
場
合
、
そ
れ
の
普
遍
的 

m心
惟
規
定
即
ち
經
濟
現
象一

般
く
し
て
：の
瓜
惟
規
定

^
>
/

」

>
爻
ら
ず
、
.こ
れ
^
對
立
す
る
特
殊
的
思
惟
規
定
即
ち
他 

の
經
濟
現
象
ど
興
る
所
の
交
換
現
象
の
向
體
の
特
殊
的
思
惟
規
定
吏

^
自
出
競
#
的
乃
至
獨
占
的
等
々
の
諸
特
殊
的 

m心
惟
規
吏
ミ
が
統一

^
れ

\し
こ
そ
、
初
め
て
を
の
ロ
心
惟
規
定
は
具
體
的
交
換
現
象
，/

」
1

致
す
る
所
の
も
の

^

6得
る 

の
で
あ
る
。

3
れ
ば
八
丨
ゲV

は
、
：
こ
の
忍
辯
的
な
も
の
、
特
質
を
次
の
如
く
規
定
し
て
厨
る
。

「

思

_
的
な
も
の
即
ち
積
極
的—

理

性

的

な

も

の

は

對

立

を

な

せ

る

聲

奪

統| ；

を
把
振
す
る
、
即
ち
諸
規
定
の 

解
消
ど
移
行
ミ
の
ぅ
ち
化
含
ま
れ

\し
ゐ
る
.肯
笼
的
な
も
の
を
把
搌
す
る

。
，

(

§ S2.  

Ebenda
，
S.  

1
5
7
*-
.同
書
、
頁
、
一
 

九
五—

—
.九
六)

ど
。V
,

页
に
說
明
を
加
べ
て
日
く

、

:

-

:
 

.

■:「
c  1

5
_謙
担

は1: つ
：

の
積
極
：的
成
果
を
有
す
るV

何
故
か
な
れ
ぱ
辯
證
法
は
：

の
內
容
を
有
つ
て
，

Q

る
：か
ら
、
 

若
し
く
は
そ
れ
の
；成
果
は
空
虛

^
し
て
时
象
的
な
る
無
で

.は
な
く
て
、

も
か
く
或
る
規
定
の
杏
定
で
，あ
る
か
ら
、
 

そ
し
て

^
の
諸
規
定

.は
成
果
の
中

^
含
ま
れ
て
居
る
が
、
か
く
含
ま
れ
て
居
る
の
は
、
乙

の
成
果
が
直
接
的
，無
'で
は

笫
.ニ
十
六
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5六

な
く
、
.成
果
で
あ
る
：が
故
で
あ

.命
。(

ニ)
M

の
理
性
的
な
る
も
の

な
も

の)
は

7
c
n故
R
、
思
惟n

れ
た
も
め
で
あ
ぅ
且
つ
抽
象
的
S
る
も
の
で
は

.あ
る
け
れ

r
も

，

同
時
^
具
體
的
な 

る
も
の
で
あ
る
、
竺K:

ふ
.の
，
は

规

性

的

、
な

る

.も
の
パ
_
者

«
、
思
辯
的

I
頭
性
的
な
も
の

}は
、
か
純
：な
る
形
式
的
な 

統
，1

で
は
な
く
て
、-
於
別
さ
れ
た
諸
規
定
の
統1

な
の
だ
か
ら
で
あ
る

0
そ
れ
故
に1

般
に
哲
學
は
單
次
る
諸
杣
象 

若
く
は
形
式
的
な
る
思
惟
を
決
し
て
取
揪
つ
て
は
な

ら

ぬ
の
で
あ
つ
て
、唯

1
§
:
的
思

«
を
の
み
取

m
は
ね
ば
な
ら 

g
°(

三)

堪
な
る
悟
性
丨
論
理
學
は
思
辯
的
論
理
學
の
中
^
含
凌
れ
て
ゐ
て 

>
こ
れ
か
ら
直
ち
^
つ
く
ら
れ
得
る
の 

で
あ
る
。
'
0く
&
れ
：る
^
は
、
を
ミ
か
ら
辯
證
法
的
な
る
も

^(

筆
者
訪
、
：辯
饌
法
的
次
も
の
即
ち
消
極
的

1
理
性 

.的
な
も
の〕

及
び
：理
性
的
な
る
も
の(
筆
渚
註
、

m
辯
的
な
も
の
即
ち
積
極
的
丨
现
性
的
な
も
の〕

を
肷
な
去
る
乙
ど 

ょ

6
外
何
も
の
を
も
要
し
な
い

o
か
く
し
て
、
軍
な

.る

.悟
性
丨
論
理
學
は
普
通
の
論
理
學
即
ち
、
そ
の
有
限
的
で
あ 

る

^
も
拘
ら
ず
何
か
無
限
な
も
の

^
.奢
做

^
れ

て

ね石
：：

所

の
7
雜
然
ビ
窬
せ
集
め
ら
れ
た
る
思
惟
規
定
.の
記
錄
ミ
な 

る
。
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0

莨
に
へ

ー
.

ゲ
ル
は
同
節
捕
遺
に
於
て
、
彼
が

”思
癖
し
な
る
自
已

.の
用
語
の
意
味

w

從
來
こ
の
語
に
附
さ
れ

.た
意
味

w

を
明
跄
に
區
別
し
、
誤

. 

.解
を
避
け
ん

^
し
て

^
る
。 

i 

•
>

」

て
觅

1
:
1
、
思
辯
的
な
も
の
は
、
そ
れ
が
思
惟
せ
ら
れ
る
限

0
に
於
て

'
理
性
的
な
も
の

.

(

而
も
穑
；
§
的
に
理
牲
的
な
も
の

)

以
外
の
何
も
の 

.
で
も
な
い

0」
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双
、

ー
九
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'

然
る
に
從
來
こ
の
語
は
笆
々
の
意
味
に

/1
]
ひ
ら
れ
て
居
る
。
第
一
に
は
思
惑
：ミ
云
ふ
意
味
に
で
あ
る
。

「

•[
|
常
也
沽
で
は

spekulation 

W

云
ふ
言
葉
は
極
め
て
臌
眯
な
几
つ
：！

£
時
に
ニ
義
的
な
意
味
に
川
ひ
ら
れ
る
の
が

#
:通
で
あ
る

、
故
に
例 

'

へ
.

ば

H
H
e
i
r
p
t
'
p
s

召

。
で
氏
矜
ド
ロ
ハ
結
婚
思
惑

^

^

へ
过
卩
改
^

介̂
吣
勺
作
^

ら
ロ̂
ヶ
ロ
^
商
 

、、
卜
言
-

は

れ

る

：の
-
:が

そ

れ.で
.

あ

る

だ

が

、

斯

か
5

思

惑

:
の
内
容
を
構
成
す

S
レ
こ
ろ
の
も
-の
は
莲
し
あ
た

.リ
た
ir
主
觀
的
な

.る
も
の(

傍
點
は
筆
对

>
で
あ
る
が

*
そ
れ
だ
け

I-
C
留
ま

i

の
で
な
く

- 

货
级
せ
ら
る
可
き
苦
く
は
咨
觀
性

(

傍
點
は
筆

s

l̂
移
さ
る
可
き
で
あ
る

.：

.0(

筆
赉
黏
、對
立
性
の
統
ー
し

「
^

.
1
500
同
殽
、瓦
、
一
九
七

〕 

银
ニ
に
難
に
主
觀
的
な
も
の
、
即
ち
雄
に
主
觀
に
於
て
揑
ね
上
げ
た
も
の
、
意
味
に

;|
1
ひ
ら
れ
る
。

「

已
に
敎
發
あ
る
人
士
の
ぅ

ち
に
#
入
れ
ら
れ
る
人
ヤ
に
ょ
っ
て

；
^Spekulat .

0
1

が
艇
々
叨
瞭
に
犁
に
主

'觀
妁
な
も
の
\
意
味
で

語
ら
れ 

る
：
：

o
こ
れ
に
對
し
て
は
か
ぅ
一

'ム
ふ
可
き
で
あ
る
、

S

的
な
も
の
は
そ
れ
の

'眞
_
ょ

り
す
れ
ば
，
差

し
常
.っ
て
も
決
记
的
に
も
単
に
生 

，
.觀
的
な
る
も
の
で
は
：な
く
、
蕻
ろ
惜
性
が
.圃
執
す
る
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」

こ
ろ
の
對
立
を

c

從
っ
て
由
觀
的
な
も
の

:̂
客
觀
的
：な
，も
の

さ
の
對
立
を
も

〕
揚
漿
せ 

•'
.
.ら
れ
た
も
の

..£.し
て
，14
分
.の
內
に
舍
み
、
ま
さ
に
楚
が
た
め
に
興
體
的
な
も
の
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し
て
政
っ
總
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|
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筆
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し
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现
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れ
る
^
こ
ろ
も
の
で
あ
る
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^

A

〕 

sl
fc
神
秘
的
ミ
云
ふ
意
味
に
も
州
ひ
ら
れ
て
房
る
。

.「

人
は

S

な
る
言
葉

9

下
に
、
以
前
に
、
雜

に

囊

的

議

及

.び
そ
れ
の
内
容
へ
の
關
係
に
於
て
、

n

は
る
、
を
常 

w

し
た

^
と
ろ
の
も
の

^
同
じ
も
の
を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ミ
沄
ふ
こ
ミ
で
あ
る

0 

:

:以
上

U

關
し
て
は
次
の
こ

V

を
注
窩
せ
ね

-̂
な
ら 

i
、

柳
秘
的
な
る
も
の
は
確
か
に
一
っ
の
秘
街
に
充
ち
た
も
の
で

t

が
、
.然
し

^

^

^

^
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^

^

N 

,

し
か
も
そ

.の
わ
け
は
、
扣
象
的
同

.一
性
が
语
性
の
原

.理
で
あ
っ
て
、
神

.秘
的
な
る
も
の
は
然
し

(

姐
辯
的
な

2>
も

の
:̂
'

闾

竄

義

の

も

の

ミ

し
 

.
て)

、怊
性
に
ぜ
っ
て
は
唯
々
そ
れ
の
分
離
ミ
對
立
に
於
て
の
み
眞
な

S
も
の
ミ
し
て
値
ぴ
す
る
如

4」

、
諸
規
定
の
具
盤
的
統
一
で
あ
る

、

£ 

.

•
一̂

雄
純
な
规

^
に
ょ
っ
て

^
あ
る

^

^

昏̂

'

^

^

^

^

^

.
さ
て
：是
等
の
論
珊
的
な
も
の
S
三
方
面
は
：、
.:
'
へ
ー
ゲ
：グ
^
ょ
れ
ば
、
-1
論
：理
學
の
三
^>
ル(

筆
渚
訪
、
孩
在
論
、
本 

質
論
、：

概
念
論)

；：を
形
づ
く
る
の
で
は
な
く
、
：'.却っ
て是
等は
凡て
の論
理的
わ

i

か
、
' 換
言
す
^
立

凡

、
 

て
の.
概
念
«-
は
，凡
て
の
眞
な
厶
も
の
一
般
の
契
機
で
あ
る
、」

^

ミ頁、

一

八

三

) 

か
ら
し
て
：、；：

論
测
學
の
思
：惟
主
體
相
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謝
精
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存
在
し(

或.
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有
じ
-

「

本
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？
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.
.

悟
性
的
、
：辯
證
法
的
、
思
辯
的
见
惟
活
動
を
營
み

7
斯
ぐ
セ
悟
性
が
闽
埶
す
る
杣
象
的
普
遍
は
自
己
を
そ

0
對
立
す 

.
る
特
殊
け
轉
化
し
、
：
11
.
對̂
立
：ほ
統

'
1さ
れ
、
以
つ
て
思
惟
は

-自
己
分
割

^
統
，

一

ど
を
繰

6
返
し
つ 
>
、
遂
に
具
體 

的
存
在
く
同

1
:な
る
见
惟
に
迄
發
：展
す
る
の
で
あ

.<
>
。
故
に
論
理
學
第
ニ
，部「

存
在
論
或
は
有
論」

は
：最
も
杣
象
的
な 

「

純
粹
有」

尊
る
姐
惮
形
式
、範
疇
か

^
直
接

始

戈

久

--
1純
粹
有
し
は
を
舣
が
純
粹

.に
：し
て
空
虛
な
る
が
故
に
對
立
的
な 

.

「

無」

^
移
行
し
、そ
の
_「
有」

は
保
稃

^
れ
て「

無」

^
移
行
す)

る
が
故

^「

^

%「

無」

ど
の
對
立
が
統
一
さ
れ
て「

生 

成」

な
る
範
疇
が
生
じ

、
.斯
くV

「

注
成

.

r

ミ
な
れ：.

る「

有
し
は
取
な
る「

純
粹
ぎ
で
は
な
く
、
規
定

3
れ
た
有
ミ
し
て 

「

定
有」

c£
衣

々

、：

そ

し
て
.

「

生
成」

の
內

^
瑰
は
れ.

一
.定
の
.有
は

^
.々
質
を
有
ず
る
も

の

<£
し
て「

質」

な
る
範
嚼

k
移 

:气

'「

質

1_
は
夫
印
體
を
徹
底
さ
せ
、
完
成
さ
れ
る
時
はI.

つ
の

^
の
ど
し
：て
現
は
れ
、
斯
く
て「

質」

か
ら
そ
の
對
立 

的
な「

畺」

の
範
W
に
移
み
、

11
£「

質j
が
西
定

n
4a
-
て「

量

J
k移
る
場
合「

質」

は
保
存

s

nて「

最」

に
移
行
す

.る
•か 

故
に「

質」
「

量」

.の
對
立
は
統

.ー
3
れ

.て「

質
最」
或
は「

度」

ど
な
る
。
次S

で
第U

部
の「

本
質
論
J

k
於
て
は
、
直
接 

的
な「

有
し
が
反
猶
^
れ
^
有̂
し
が
あ
^

得

る

が

爲

の
-!
*」

、「

根
：據」

が

問

題
V
3れ
、斯
く
て
直
接
的
な「

有」

は「

現 

.

.0」

ビ

衣

々

、

.

.そ

.の
®
據
ど
じ

'て
：

「

本
質」

^
定
立

3
れ
、
11
代
是
等
對
立「

す
る「

现
象」

ち

本

質」

€
は
.全

然

別

箇

の 

:

.
も
の
で
は
な
く
、「

現
象j

を

®
しV

の
み「

本
質」

は
現
ば
れ

'
又「
本
質

J
Rょ
0.
て
の
み「

現
象j

が
生
み
出
さ
れ
る
の 

.で
あ
る
か
ら
し
て
、
兩
者
比
揚
棄

3
れ
、
統

一

S
れ
て「

現

®
性」
ど
な
る
。

M
(c「

歡
念
^ .
J

k
於
て
は「

現
實
性」

を
. 

獲
得
し
た「

主
觀
的
槪
念」

ビ
そ
の
對
立

.た

.る「

客
觀」

<£
:
が
.統j
^
れ
て「

理
ゑ」

へ
、
帝
な
姐
惟
ど
存
在
ど
の
全
&
同 

1
を
顯
現
す

.る
所

.の
_具
體
的
见
惟
た
る「

絕
對
的
類
念」

迦
到
達
す
る
。
そ
し
て
、：
乙
の
對

.立

.性
の
統
，
1
な
る
见
惟
運 

〉

：ゝ

」

:.
.:'
'
.

」

:«
;0
,主
微

#
聽

_
精
_
潔
る
；%
也
肚
、が
义
^
^
^

.し
て
：.現

：は

れ

：々_
で
へ
あ

る
：：

p.
.;
卜 

 ̂

r 
.

' :

.以
上

k
於
て
.、
辯
：證
法
の
本
質
が
へ
ー
ダ
が

k
ょ
つ
：て
は
如
何
に
®
礎
づ
け
ら
れ
て
居
る
が
ど
い
ふ
こ
ビ
が
明
か 

に
な
つ

.た
？
思
ふ
。
：即
ち
辯
證
法
の
第
：一

の
契
楚
る
思
惟
形
式

S
存
在
形
式
の

.「

撒
、
思
惟
形
式
：の
具
體
性
は
絕 

對
的
精
神
の
上
^-
、
そ
し
て
第
二

O '
契
機
た
る
俎
惟
形
式
が
具
.體
的
思
惟
を
獲
得
す
る
が
爲
め
の
運
動
形
式
た
ろ
對 

立
性
の
銃1

は
、
絕
對
的
精
神

'が
悟
性
の
固
執
す
る
杣
象
的
規
定

5:
辯
證
法

.的
作
用
ド
ょ
つV.

對
立

k
移
行

3
せ
、
 

や
が
て
對
；立
.の
統
-一
即
ち
具
臜
的
思
.惟
を
可
能
な
ら
し
め

.る
端
著
を
開
く

t 

v

」

f

つ
て
_

づ
け

ら
れ
て
居
る
。
 

さ
れ
ば
？
新
へ
.
1ゲ
ソ
ァ
ナ
ー
た
るV

 
口
：丨

ナ

ー

が

へ

：
丨
’ゲ
^
の
辯
證
法
の
本
質
に
就
ぃ
て
述
べ
て
居
る

次
の
言
葉 

は
明
.瞭
^
理
解
出
來
る
し
、
又
疋
當
な
る

.こ
ど
が
覺
る

.で
あ
ら
ぅ
。

:
「

辯

®
法
は
.合
理
的(

合
悟
性
的〕(

傍

®
は
筆
者)

な
る

M
惟
で
は
な
く
、乃
至
は

^
れ
は
取
に
合
輝
•的
で
あ
る
の
み 

な
ら
ず
、
同
時
^

生
：け
る
精
神
や
精
神
的
諸
本
質

0
自
已
蓮
：動
で
：あ

久

：生
命

0
不
.安
靜
で
あ
々
、
興
刚
カ
生
命
で 

あ
々
、
：

「

概
念

_
有
の
生
命
で
あ
々
、槪
念
の
雜
動
：で
あ
令
、
論
：现
的
生
命
で
あ
る
。：：_
饊
法
的
な
も
の
：は
、
現
實

k
於 

け
る)

凡
ゆ
：る
蓮
.動
や
‘
.凡
：ゆ
る
生
命
や
、
-凡
咴
る
活
動
の
原

®
で
あ
>
、
A
ゆ
ろ
自
然
的
及
び
精
神
的
生
命
性
一
般 

の
原
.理
，で

あ

る

。M
惟
は
、
'辯
證
法
的
な
も
の

v

bて
、

思

辯

的

な

：も
：ぞ

；

j

し
で
ば
ノ
そ
れ

.，¥
身
に
於
て
辦
か

— 

即
ち
超
悟
性
的(

傍
.點
は
筆
，者)

で
：あ
る

、w

 f

ム
ふ
の
は
を
れ
ば
生

.命
あ

a ：
,も

で

•あ
..
ぅ
、
そ
れ
は
自

.ら
?:
极

1
す
る 

ビ

乙

ろ
の
生
命
だ
か
ら
で
あ
る 

o

」

ヒ
。(Kroner,  ¥oxi  Kant  bis  

Hegel.  Bd.  
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又
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物
辯
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法
論
考
レ
丨

_

.も
、
：
：
彼

が

：
へ
i
ゲ
.ル
の
一
，
論

理

學

」

を

讀

ん
^:
際

忙

作
<>
-れN

T
!

ト

の

內

に

於

て

、 

「

抽

象

的

な

：％

 Q

、：
'死
ぜ
る
戈
の
、
不
動
的
な
多
の
で
は

4 

<1:
、
具
體
的
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T
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i
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oo
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)

な
る
引
明
句

^
評
を
加
へ
、「

こ
れ 

は
特
徴
的

^
!
V、；乙
れ
こ

1を
_
證
法

(/
)

神̂
ビ
本
質
だ
！」

ヰ

^
ひ
：、
.

1辯
證

法

ば

：、
；：
諸

對

立
&
が

、
如
何
に
し
て 

同

r  (

筆
者
餘
、

M

1)

の

卷

如

何

に

し

：て
同

1
:の
も

0
ど
し
て
：.あ
る
：か

:.
'(

如
何
^
し
て
同
ー
の 

も
め
ビ
：な
る
か>
 ——

相
互
た
轉
化
し
合
ひ
つ

\

如
何
な
る
諸
條
件：

の
卞

k
於
て
、
是
等
の
諸
對
立
性
が
同一

の 

も
の

g
しv

あ
る
が
、——

何
故
：に
人
間

.の
皲
知
は
、
之
れ
ら
の
對
立
性
を
、
死
せ
：る
、
凝
固
的
：な
、
對
立
.性
ビ
し
て 

受
け
取
ら
ず
に

、
；

1
.

つ
の

も
の
ょ
6

他
の
も
の
へ
轉
化
す
る
生
け
る
、
制
約
的
な
、
可
動
的
對
立
性V

J

し
て
受
け
取 

ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
か
に
關
す
る
學
理
で
あ
る
？

へ
へ
ー
ゲ
を
讀
ひ
は
際
し
七…

ど
な
る
諫
釋
を
加
へ
七
暦
る
。(

JI
1
內
唯 

.彥
譯
、
卜
丨
ゲV

論
理
の
秤
學
大
爾
、
：叢
文
間
、
頁
ノ
四
六
、
六
六

' 
六
七
、
參
照)

:

て
.

■

ニ
‘

, .
:.

以
上
化
於
セ

.、
へ
I
ゲ
ル
の
觀
念
辯
證
法
の
本
質
が
明
か

R
な
つ
たVJ

思
ふ
か
ら
し
て
、
次
は
本
論
文
の
第
二
の 

課
題
、
即
ち
辯
證
法
が
何
故
觀
念
論
的
茶
礎
か
ら
唯
物
論
的
な
そ

：れ
へ
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら2

か
の
彳
必
然
的
移
行 

の
：過

程

を

說

明

し

ょ

ぅ

。

蓋
し
へ
丨
ゲ
ル
の
觀
念
論
は
絕
對
的

«
念論でぁ气

「
極

め

ら

れ

^

」

徹底
した
觀念
論で
ある
 

だ
け
に
へ
反

.つ
て
反
對
め
も
の
、I
，

物

論

へ

の

轉

化

の

必

然

的

契

a
を
含
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
旣

R
拙
稿「

㈣
論 

,
經
濟
學
方
法
論
叙
說

5
於
て
述
べ
た
如
く
、
觀
念
論
：1
般
は
、
第
一
に
、認
識
の
客
體
は
ま

«
§
.
神)

か
ら
獨
立
し 

て
存
在
甘
ず
、
寧
ろ
主
観(

猶
神)

^
據
つ
て
造

6
出

3
れ
た
も

.

の
で
あ

6
、
第
ニ

^
、
主
觀(

精
神)

は
夫
向
體
妃
闽 

:

:

有

.の
见
惟
範
疇
化
據
ネ
て

'、
：
：冶

己

办

所

產

た

る
.客
體
を
懿

1
す
る
ぜ
な

_:1
/

之
化
反
し
て
、
唯
物
論I

般

.

.

. 

.

.

.

. 

, 

' 

.

は

第

I
V、
認
識
の
客
體
は
主
觀
か
ら
觸
立
し
て
存
す
る
客
觀
的
實
在(

物
質)

で
か

$
、
0客
觀
的

«
在
、
物
質
の

* >

S
策
一
Iit
、
主
觀
も

<
 の
客
觀
的
實
在C

物
質)

の
最
高
所
產
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
、
を
の
思
惟
範

W
も
客
體
ど
問
一

法
則

^
從
ひ
、
後
者
を
模
寫
、
反
映
し
、
以

0
て
認
識
し
得
る

<£
な
す
。(

M

i形
式
の
具
體
性)

(
同
論
文
、
第
一

部

第一

節
參
照)

:

ビ

乙

/?
で
、

觀
念
論
中
、
主
觀
的
觀
念
論(

例
、
> 
丨
ク
レ
！

■の
そ
れ)

は
認
識
の
客
體
を
有
限
な
る
、
經
驗
的
な 

人
間
精
；

S.

ど
し
て」

の
顧
識
主
觀

(-
C
ょ
つV

權
成

^
れ
た「

感
覺
の
合
成

|_
^
過
ず
ど

.看
做
す
限
み
、唯

<實
存
す
る
も

の 

はM

の「

感
覺
の
合
成」

を
造

o
出
す
一
個
の
自
我
の
み
で
あ

6
、
從
っ
て
唯
我
論

k
墜
入
ゑ
、
乙
の
唯
我
論
的
缺
陷 

か
ら
觀
念
論
を
救
濟
せ
ん
士
す
る
ヵ
：ン
ト
の
先
驗
的
觀
念
論
或
は
不
可
知
論
は
、
先
づ
唯
物
：論

?:
密
輸
入
す
る
乙
ビ 

に
ょ
つ
て
、r

物
自
！
§」

は
主
觀
か
ら
獨
立
し

.て
存
す
る
こ
ビ
を
認
め
る
も
ハ「

物
自
體

1:
_は
認
識
不
可
能
な

4
の
で
あ 

:
\認
働
の
對
象
：は
屢
ら
主
觀
纪
與
へ
ら
れ

/2
對
象
即
ち
現
象
に
限
石
可

.し
あ

_
す
.'0
然

る

に

：
へ

ー

ゲ

ル

は

、

11
1
に
觀 

念
論
を
徹
底
：さ
.せ
、有
限
な
る
人
間
的
主
觀w

を
の
認
識
：の
容
體
體
る
自
然

S
の
間

^
對

立

を

認

め

：る

が

：、
同

時

汶

.兩 

者
は
典
に
絕
對
精
神
の
外
化

(£
:
し
て
統

-
し
ノ
有
限
次
る
人
間
精
神
が
絕
對
糈
神
ど
同
一
衣
る
：K

を

.*
a
す
る
.限 

气
客
體
ぢ
し
て
の
向
然
の
本
質
を
認
識
し
得
る

^
な
す
。(

同
論
文
、
第

.

1:

部
參
照)

斯
く
：へ
I
ゲ

.ル
の
絕
對
的
觀

' 

念
論
は
有
限
：な
る
主
觀
か
ら
對
立
的

k
.獨
立
じ
亡
存
す
る
自
然
：を
認
め(

：客
觀
的
赏
在

.の

.承
懸

>
.而
も
有
限
な
.る
主 

觀
ば
絕
對
的
精
神
を
意
識
す
る
限
ク

k
於
て
は
之
を
認
識
し

#
る
も
：の
で
あ
々

' 
そ
的
恐
惟
形
式
は
取
な
る
主
觀
の 

杣
象
的
思
惟
形
式
で
は
な
メ
、'自
然s

本
'質
、存
在

.形
式
ど
，I.:

致
ず
る
具
體
的
思
惟
形
式
で
あ
る
可
さ
之
ど

d

i
-M
' 

式
の
具
體
性
：

)

：を
.主
：張
1-
る
：勲

代

於

て

、
へ
明
^

第
二
十
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■
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客

:«
饱

觀

念

論

は

(

絕

對

的

観

念_
な

らI

層

そ

ぅ

な0
だ

：が
¥
.ッ
ク
、
$

:
雕̂

物

論

：の

凌̂
か

に

接

逛

し

、
，
.屢

豸

れ
^
轉

化

さ
^

ン
：資
料
集
第
十
一
一
卷
、
ニ
ニ 

五
：頁
>迮

5

ず

居

る
> 

:
'
' 

•
.

へ
：

v::y  

■ 

,

.
 

v

::^

て、右
：
の
如
へ
ー
ゲ

^ '
の
：辯

證

法

は

絕

對

的

觀

念
_
 

.唯

物

論

的 

碧

へ

:

の
移
行
：の
拘
的
必
然
性
女
含
ん
で
居
る
が
、

®
想
班
上

.0事

.實
^
し
：て
ズ
の
.：唯
物
論
へ
の
移
行

：

S

端

緖
5:
開
 

い
/2
者
は
、
.：掏
知

.の
如
ズ
、
：フ
：ォ
ィ
キ
/-
づ
パ

^

フ
ォ
ィ
土
^

^
々
：
^

四
十
年
代

^
於
け

.る
獨
乙

.ブ
ル

ジ

、ョ

ア

苯

命

の

ィ

デ

.オ

.ロ
ギ
ー
聞
爭
の

‘中
心
.問
題
、即
ち
宗
敎
開
題
^
關
聯
し
て
企
て 

ら
れ
た：

の
で
あ
る

:0
旣

R
ベ
丨
；ゲ
ル
が
：絕
對
的
觀
念
論
め
立
場
ょ
夕
、：.絕
對
精
神
は
有
限
な
る
人
間
精
神
竝

R
S然 

.の
本
體
で
あ
々
、
：
是
等

5:
劍

-6
出
す
ど
な
す
以
上
、
そ
れ
は
茶
督
敎
の
神
化
ょ
る
宇
市
劍
造
說
ど
何
等
異
な
ら
ざ
る 

も
の
で
あ
气

又̂
べ
ー
ゲ
パ
自
激
本
論
现
擧
の
內
容
を
指
^
て
ぅ
ミ
の
內
容
は
自
然
ご
有
限
的
精
神
ど
の
飢
造
似
前 

^
そ
の
永
遠
の
本
質
ド
於
て
在
る
が
儘
の
刺
の
表
現
で
あ
る」
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I
J
ど
云0

て
居
る
。
そ
れ
故

'へ
I
ゲ
ケ
の
絕
對
的
觀
念
論
は
全
く
經
驗
^
ょ
つ
て
認
識 

し
、
：證
明
し
得
ざ
る
神
の
存
在
を
承
認
す
る
も
め
で
あ
气
宗
敎
的
獨
斷
論
で
あ
々
、
：信
仰

.で
あ
ぅ
、
坊
主
主
義
で 

あ
み

.、.從
つ
て
經
驗
科
學
の
狨
礎
づ
け

.

V 」

は
な
ゥ
得
なS

。
こ
の
へ
：I
ゲ
グ
哲.

學
の
本
質
ど
弱
励

7
を
フ
ォ
ィ
工
ル 

ハ
.：パ
は
次
の
如
く
明
瞭

^
指
摘
し

.て
«

6
'°
.

一
へ
ー
ゲ
ル
哲
學
:?
:
見
捨
て
なS

者
は
神
學

.?:
兄

捨

て

は

し

な

，い
0
自
然

..
、實
存

.性
が
现
念

^
.ょ
つ
：て
措
定 

ビ

^
^
:
:
へ
.
,|
^
,グ
の
：：理
：論

—
一
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©
然
が

»
に
ょ
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ょ
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0
.て
浏
造

^.
,れ
.る
ミ
な
す

_
學
の
理
論
の

#
理
的
表
現(

#
1«
は
筆
者〕

R
過
ぎ
な
い

*0
論
理
學
の
最
後

R.
於
て
は
、
 

絕
對
的
！t

念

.は
剩
へ
そ
れ
の
刺
學
的
天
國
か
ら
の

]&
統
を
宇
づ
か
ら
識
明
せ
ん
が
爲

^
朦
廳
た
る「

決
斷」

に
達
し
て

.居
る

。

'
:''

へ
ー
ゲ
ダ
哲
學
はS

學
の
最
後
の
避
雛
所
で
あ
々
、
最
後
の
合
理
的
支
柱
で
あ
る
。
嘗
て
カ
ト
リ
ッ
ク
神
學
者
が 

ブ
ロ
テ
ス
タ
y
ト
主
義
ビ
闘
ひ
得
ん
が
爲

k

«實
ア
リ
ス
ト
ナ
レ
ス
派
ど
な
つ
た
如
く
、
今
や
ブ
ロ
テ
ス
タ
ゾ
ト

_ 

學
者
は
當
然「

無
神
論」

ビ

鬪

ひ

. #
る
が
爲

k
は
へ
ー
ゲ
ル
主
義
苕

k
な
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。し
ど
。
ハFeuerbachs  

s

p:mmtliche  werke.  h
r
g
.
w
.  Bolin,  u,  P\  Jodi.  Bd,  2.  VorliuHge  Thesen  zur  Reform  der  

phiioso-  

で 

Hn)
'
100
4
2
. 

s.  239.〕

'■
■

.

斯

く

：フ
ォ
ィ
エ
〃
.バ
ッ
ハ
は
へ

|
ゲ
グ
哲
學
の
本
質
を
曝
露
し
て
後

.、
絕
對
精
神
即
ち
超

«
驗
的
な
天

_
的
な
、
神 

ど
じ
て
の
認
識
主
觀
を
こ
の
地
上
の
、
有
限
な
、
經
驗
的
な

‘：人
：間

<
し

$
め
認

_
主
觀
^
移
ず
己
ビ
を
彼
の
新
し 

さ
哲
學
の

.課
題.W

し
た

。

；

.
: 

,

.

「

從
つV

新
し
さ
哲
學
は
自
我
を
、
絕
對
的
、
即
ち
杣
象
的
精
神
を

,̂
約
言
す
れ
：ば
、
理
性
夫
自
體
を
夺
れ
の
*認
識
股 

理

、

そ

れ

‘の

主

觀

ぜ

ず

る

の

で

は

な

く

,:

寧

ろ

人

間の
現
：實

的

な

仑

し

V

全

本

質?:
:

そ

れ

の

霧

原
0
、
主
觀
ヒ
な 

す
。

*
存
性
、
：
繩
性
の
.主
觀
は
唯
义
間

©
み
で
あ
る
デ

.人
：
間

：
が

恐

惟

す

^;
:

の

で

务

の
で
は
な
ぃ

o
を
れ
故
新
し
い
哲
學
は
：_
性

、
、
即

ち

輿

现

性

、

失

南

體

：的

芘

：づ

.か
ず
じ
で
、
も
れ
は
全
人
間
の
神
性
、
 

即
ち
眞

I

l

f
の
で
あ
る
。
'警
す

れ

ば

、
导
れ
は
事
實
全
く

，I

.が
人
間
の
本
質
で
あ
る
所
の
理
性
化
基
づ
く
の
で
あ
ヶ
ー
從
ク
で
本
質
も
な
ぐ
、
色
も
な
く
、
：且
つ
名
も
な
さ
理
性

. 
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.

.

. 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.
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第
！j

號

.

一

四
四

^
趣
づ
か
ず
し
て
、
：寧
ろ
人
間
の
血
で
染
め
ら
れ
た
理
性

^
甚
づ
く
の
で
あ
る
。
從
っ
て
古
さ
辨
學(

_
漭
註
、
へ
ー 

ゲ
ル

®

學)
が

、

唯

-琊
&
的
な
も
の
、
み
が
眞
な
る
も
の
で
あ

6
、
現
實
的
な
も
の
で
あ
る

^
S
ふ
な
ら
ば
、
こ
れ 

ど
は
反
對
に
新
し

&
哲
學
は
、
唯
*
人
間
的
な
も
，の
、
み
が
眞
な
る
も
の
で

■あ
々
、
現
實
的
な
も
の
で
あ
る

e
云
ふ
、
 

何
故
が
な
れ
ば
、
人
間
的
な
も
の
、
み
が
现
性
的
な
：も
の
で
あ
气
人
間
が
规
性
の
尺
度
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

0

」

ど
。 

(
t
e
u
e
r
b
a
c
H
S

 Sammtliclie  WerKe.  Bd.  

2
, 

G
r
u
n
d
s
^
z
e

Q«e
r

 

p
h
i
l
o
s
o
D
h
i
e

 

d
e
r

 

zukunft:  

1
8
4
.3
, §

Lr
lo. S.

Y

 

.

. 

.......

3 
一 3.)

::
此
處

^
於
て

.、「

新
し

&
哲
學」
の
中
心
で
あ

>
、
主
觀
で
あ
る
も
の
は「

人
間」

で
あ
办
、
を
れ
故
に
彼
は
囟
己
の
哲 

學
を

.

I

っ
に「

人
間
學」(Anthropo

〗ogie)
：v

呼
ん
だ
。
即
ち
彼
の
人
間
學
の
主
觀
は
人
間
で
あ
ぅ
、
又
そ
の
對
象
も 

「

人
間
の
某
礎
ビ
し
て
の
向
然
を
含
め
て
の
人
間」

(

'
£
^
&

^ .

§.
 

54.  S.  

317.)

で
あ
る
。
難

.

,

•註

'今
：！
：

の
铌
學
界
、
獨
逸
に
於
て
は
勿
論
の
とW

、
我
國
に
於
て
も

、' 

i

方
へ

I
ゲ
ル

#
學
の
復
興
を
見
る

^
共
に
、
他
方
フ
ォ
イ
工
ル

パ
ツ 

ハ
に
よ
つ
て
提
唱

-さ
れ
た
人
間
學
の
流
行
を
鬼
る
に
至
つ
た
。
前
渚
は
グ
ロ
ッ
ク
ナ

l
c
p
o
I
o
c
k
r
l
e
r
〕
、

ク
ロ
ー
ナ
ー(R. 

K
r
o
n
e
r
)

等
に 

よ
リ
、
後
者
は
ハ
イ
デ
ッ

■力
ー(

M
. H

c
i
d
e
g
g
eo

等
に
よ
っ
て
虫
張
さ
れ
て
.居
る

0(

勿
論
、
フ
ォ
イ

H

ル
バ
ツ
ハ
の
人
間
舉
の
解
釋

W

ハ
 

:

イ
デ
ッ
カ
ー
の
夫

W

は
多
少
興
な
る
の
で
あ
っ
て
、
と
の
點
に
就
て
は
、
田
邊
元
、

「

人
問
學
の

'立
場

」

现
想
、
秋
季
特
斡
人
間
學
、昭
和
六
印 

■
十
月
號
を
參
照
さ
れ
度
し

〕

そ
し
て
、
哿
學
界
に
於
け
る
楚
锥
の
沭
行
に
平
行
し
て
、
經
濟
背
舉
、乃
茧
は
經
濟
擧
方
法
論
に
楚
等
の
立
場
ど 

取
ら
ん
ド

-す
る
傾
洵
が
見
受
け
ら
れ
る
や
ぅ
に
な
っ
た
。
例
へ
ば
、
最
近
我
阈

fv
於
て
、
赤
松
婴
氏
の
，'■へ
ー
ゲ
ル
讲
舉W

經
濟
科
學

」

な
る 

.

箸
臀
が
现
は
れ
る
し
、
又
獨
逸
に
於
て
は
、
バ
ッ
ク
特
に
ぐ
イ
デ
ッ
カ
ー
の
人

!il
l
學
の
立
場
よ
り
现
論
經
濟
战
を
竑
設
せ
ん

W

し
て
极
る
。

'
:
(
v
g
.
L

 

Josef .Back. D
ie E

ipt
w
i
c
E
U
D
S
T

Di
e
r 

r
e
.
i
B
e
n
:
o
e
k

o'
n
o
m
i
.
e
N
u
r

Oatiowa

b1k
onomisc

pjen:

''.wissenscllafr.l92o.v 
然
■し
、
■へ 

l ゲ 

ル
押
^
、
妓
に
人

|1
*

.

)學
の
立
揚
ょ
=>し
て
餸
濟
彤
を
迚
設
せ
ん

5?

す
る
企
て
は
、
米
だ
职
に
そ
の
喘
緖
に
つ
ぃ
た
^
比
で
ぁ
っ

て
.
、

' 

そ
の
將

.

來
.
.の
：
發

挺
.
.は
未
知
.
數
'

で
，あ
る
が
、
少
く
ミ
も
次

.

の
點
.

だ
.

け
.

は
豫
斷
出
來
る

0

.

即
ち
.

、
.

へ.—

ゲ
，.
ル

讲

學

を

經

，
済

學

! -

適
.

川
.

せ
ん
ビ
し
て

.

も
，
葙 

し
本
來
の
觀
念
氣
的
立
場
よ
リ
な
さ
ん
ビ
す
る
腺
リ
先
づ
矛
府
に
駿
入
る
ミ
恕
ふ
パ
又
人
閭
學
を
經
済
學
に
適
州
せ
ん
ミ
す
る
場
合
、
^
し 

も
フ
す
ィ
エ
ル
バ
ッ
ハ
乃
苗
は
ハ
ィ
デ
ッ
ヵ
ー
に
於
け
る
が
如
く
ぺ
感
蚀
的
な
人
冏
的
な
行
動
ノ
邯
ち
货
踐
し
を
不
可
分
の
契
機
^
し
て
现 

論
認
識
の
に
含
ま
し
め
ざ
る
限
リ
、

<

觅
に
詳
言
す
れ
ば
、
主
觀
に
於
て
得
ら
れ
た
認
識
の
，眞
西
を
感
饨
的
な
赏
跷
沾
動
に
よ
り
容
觀
的
放 

在
に
働
き
掛
け
て
證
明
せ
ざ
る
限
リ
、
假
令
へ
認
識
ホ
卿
が

「

人
|{
1

1

し
で
あ
つ
て
も
，
取
に
そ
の
認
識
は
由
觀
的
な
も
の
で
あ
リ
咨
觑
的
な

> 

現
赞
的
^

!

眞
现
性
を
狴
捋
せ
ず
、
觀
念
の
飩

_

内
忙
彷
役
ひ
、
結
周
逆
戾
び
し
て
颧
念
論
的
矛
瓰
へ

'

墜
入
ら
ざ
る
を
得
ぬ
ビ
想
ふ
。

.

:我
々
は

11
1
((
:「

新
し
參
哲
學」

の
中
心
ビ
し
て
、
主

«

<£
し
て
フ
ノ
エ

> 
バ
.ッ
V
Rよ
つ
て
設
定

^
れ
穴「
人
間」

の 

慨
念
を
詳
細
に
分

.析
し
、
進
ん
で
マ

^
ク
ス
^
よ
っ
て

乙

の「

人
間
槪
念
か
ら
凡
ゆ
る
觀
念
論
的
殘
滓
が
淸
錄

3
れ
、
 

純
唯
物
論
的

^
截
礎
づ
け
ら
れ
た
こ
ど
を
述
べ
な
げ
れ
ば
な
ら

2

0
<£
.沄
ふ
の
は
、
フ
ォ
ィ
エ
,
バ
ッ
ハ
を
通
じ
て
マ 

ル
ク
ス

R
よ
っ
て
發
展
念
れ
た
所

5
認

_
主
觀
ど
し
で
の「

人
問
し
の
槪
念
が
明
瞭

^
な
つ
て
乙
そ
、
：初
め
て
辯
請
法 

が
何
故

^
唯
物
論
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
か
，
唯
物
！
！
ft
法
'の
，本

質

ば

何

ん̂
あ
る
か
、

5I
R
進
ん
で
は
社
會
科
學 

方
法
論
ド
-し
て
の
史
的
嗯
物
論
の
叛
礎
づ
け
ど
本
質

^
を

1^
し
く
把
握
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
:然
る
^
從
來
の
唯
物 

辯
證
法
の
多
數
の
解
說
锦
は
乙
の
點

^
看
過
し
た
る
が
故

^
、
取
^
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
，
ス

、

レ

丨

ー

一

ゾ
等
の
著 

書
か
ら
の
同
樣
な
引
用
文
の
蒐
集
ど
一
っ
の
公
式
⑻
解
釋
ど
に
止

^

、̂
爲

ic
安
價
な
公
式
主
義

^
墜
*入
A
、
認
識 

論
：§
某
礎
づ
け
を
缺
く
ビ
共
に

"
反
っ
て
讀
者
に
不
可
解
な
、：神
秘
的
印
象
を
與
へ
る
結
果
を
惹
起
し
て
居
る
。
駄

'

註
斯
か
る
結
來
を
惹
趄
す
拟
因
の
他
の

.ー
つ

>
/し
て

«

*
多
く
の
了
ル
ク
ス
主
義
解
說
家
が
へ
ー
ゲ
ル
，

14
身
の
藩
書
を
譲
ま
ず
し
て
へ
ー
ゲ
ル 

の
辯
證
法
を
論
じ
、

M
IC
.
Vル
ク
ス
唯
物
辯
證
法
を
論
ず
る
事
實
を
擧
げ
得
る

w
ul
i
ふ
。

.

3
て

^
ォ
ィ
エ
 
'
、パ
ッ

、ノ
の「

入
®

し
槪
念
は
雜
然
た
る

も
の
で
あ
6

、

少

く

マ

しも
を
の
代
表
的
な
特
徵

R
從
っ
て
分 

-

笫
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笫U

十

六

卷

S
1四
〇)

,
響
諭
に
於
け
る
现
货
性
認
識
へ
の

.端

.緖 

第
二
號
，

j

四
六 

析
す
る
な
ら
ば
、
き

、
矿
心
惟
的
：存
在
ど
し
て
の
；人

間

’

.第

ニ

、

私
あ
ど
し

.て
の
人
間
、
第
三

-

H

か 

在

V
J

し

て

：
の

人

間

な

る

三

侧

而

を

持0

て
ゐ
る
。(

佐

藤

賢

顺

、「

フ
ォ
ィ
土 

\
\

ッ
パ
の
人
間
學

」

1'
想

、
人

間

學

、

8
 

和
六
年
十
月
號
、
頁

1
六

三

頁

以

下

參

照

)

'

第
：T

の
思
惟
的
存
在
ど
し
て
の
入
：間
の
槪
念
は
彼
に
從
：へ
.ば
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
類v

し
て
の
人
間I

般
を 

栽
礎
づ
け
る
も
の
ば
、
様
々な

！！

神
的
な
力

.：で
あ

6
、
即
ち
理
性
、
意
志
、
感
ぎ
が
人
間
の
本
質
を
構
成
す
る
ど
。
 

k
も
と
れ
ら
の
力
は
個
人
の
內
に
あ
る
ど
共
汔
個
人
を
超
え

’
個
人
か
ら
獨
立
し
、
個
人
?:
規
宠
す
る
も
の
で
あ 

.

る
。
，そ
れ
等
は
個
人
ビ
し
て
の
人
間
以
上
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
個
人

^
缺
如
し
た
も
の
を
補
足
す
る
0
斯
く
领 

ど
し
て
の
人H

!
1

般
を

«
成
す
る
力
が
個

A '
の
制
限
を
超
へ
て

®
る
が

故

に

、

'こ
れ
ら
の
力
は
人
間
か
ら

TJ
立
し
て 

亦

す

る

完

全

l/I
i
f聖
全
能
無
阪
な
る
制
ど
し
て
褒
象

3
れ
る
の
で
あ

■るo

人
間
が
對
象

c£
し
て
自
ら
の
前

^
措

f 

し
て
燊
拜
す
る
神
は
、
：結
局
こ
れ
ら

.の
觀
念
的
な
カ
ょ
々
以
外
の
何
も
の
で
，も
な
い
。
恰
も
人
間
が
全
く
超
人
間
的 

な
も
の
を
對
象VJ

す
る
か
の

.如
く
見
え
ろ
場
合v

雖
も
、
.決
し
て
人
間
は

.自
ら
の
本
質
を
超
出
し
て
&
る
も
の
で
ょ 

な
く
、
人
間
の
本
質
の
範
圓
內

?:
動
く
の
'で
あ
る
。
.を
れ
故
、「

#
の
本
質
は
人
間
の
木
質
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い」 

(
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0

 

ビ

o 
斯
く
フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ッ

ハ
が
剥
、
宗
敎
の
本
質
ど
し
て
措
定
ん
だ
人
間
の
本
質
は
、
類
ビ
し
て
の
人
間

T

般
に
屬
す
る
理
性
、
意
志
、
感

® 

.等
の

精

神

能

力

の

輝

•想
化

さ

れ

た

S

で

ぁ

へ

從

つ

V
：!

如

i

い

、
:ゆ
か

ぼ
 

を
れ
は
全
く
觀
念
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い

9

ぺ
l

y

.

の

社

會

的

存

在
^

j

し

て
.

の
.

人

間
の
槪
念
は
次
め
如

3

も
の
で

&

る
。

«

化

よ

れ

ば

、

我

ぐ」

汝

マ

し

の

間

に

は

質

的
な

差
別
が
あ

.る
。
..，'之
.の
.
.
.
^1
別
が

*
す
る

.が

.故

k

、，.個
々
の

人
間
は
自
ら
の
不
足
せ

.

.心
も
の

.を
他
人

.

ょ
.っV*.

補

.は 

ん
ど
す
る

「

補
足
衝
動

* (

甲

^:
日

§

的
5
1
:2.
&
3を
持
っ
て
居
る
。
を

乙

で
我
は
思
惟
纪
於
て
、
意
志
に
於
て
、
感

It
R 

於
て
、
k

R
語
り
か
け
る
こ
ビ

^
ょ
气
我
は
個
人
ビ
し
て
の
制
限
を
脱
し
て
、
思
惟
は
眞
现
を
、意
志
は
道
德
を
、
 

感
情
は
愛
を
獲
得
し
、
斯
く
て
個
人
の
內
化
類VJ.

し
て
の
人
間1

般
の
本
質
が
實
現
さ
れ
る

o
を
れ
故

、「

個

々
の

人 

間
そ
の
も
の
は
道
徳
的
本
質
ど

し
.て
'
の
自
已
の
內
に
も
、
：，又
思
惟
的
本
質
ど
し
て
の
自
己
の

內

k
も

、

人
間
の
本
質 

を
持
っ
て
ゐ
な

5
。
：人
間

.の
本

質

は

，唯"共
同
生
活
赠
の
內
に
の
み
、人
間
ど
人
間
ど
の
統
一

:の
內
^
の
み
含
ま
れ
て 

ゐ

る

I —

そ
の
統I

|±
然
し
唯
*
我V

J

汝
ど
の
2 :
別
の
統

|

の̂

み

^

づ

い

て

ゐ
る」

。(
Q
2

nds

fu:tze  der  philo-  
SOPHe  

der  zukunft.  

.100
4
3.
: 

§
•
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S

 

斯
く
人
間
の
本
質
が
瓧
會
に 

於

.て
：實
現

3
れ

る

以

上

、
，
そ

れ

は

社

會

的

存

在

で

あ

る

.9
然
し
個
人
が
相
互
に
社
會
關
係
を
結
ぶ
が
、
を
の
結
合
を 

可
能
な

.ら
し
め

hる
も
の
は
、
彼

^
ょ
れ
ば
ク
隶
萃
る
精
神
的
な
カ
ノ
特
に
愛
や
友
情
等
め
內
而
的
力
で
あ

6
、
從0

 

て
を
め
.社
會

は

非

現

實

的

な

、

理

想

的

：な

、

觀

念

的

な

％

の
、
で

あ

る

疒

^

■̂•
:;
/

I
.第
三
の
自
然
的
存
在
ど
し
て
の
人
間
の
：觀
念
を
述

.ぶ
る
に
先
立
；：

V

て
、

以
上
；ー：
1 

0'

の
人
間

■
念
ミ
‘ミ
の
第
三
の
人 

間

漑

念

ビ

の

間

の

思

.想

的

發

M

R
.就S

:

て
：

I

言
じ
て
置

X
。：
第
一
の
恩
惟
的
#

在

？
し
セ
の
：人
間
«
念
：は
锻
の

著
書 

「

並
督
敎
の
本
質」(
J

八
、四
，1
'年)

仏
現
は
れ
て
居
々
、
：
第1

1の
威

龠

的

存

往

ミ

し

セ

の

：人

間

槪

念

は

主

ビ

し

て「

茈 

督
敎

.の

.本
質」

威

it「

將
來
哲
學
の

.根
本

.命
題」

0
ー
：八
四
三
年」

に
現
ば
れ
た
槪
念
で
：あ

る

:°
之
に
反
し
第
三
の

m
然 

的
存
在
ミ
し

.て
、の
人
間
の
槪
念
は

'旣
^
萌
芽
的
形
：に
於
て
ば
、
.「

將
：來
哲
學
：の
雄
本
命
題」

の
內
^
現
は
れ
そ
は
居
る 

が

？
意

識

的

に

：：明

瞭
^
展

開

さ

れ_た
，
の

は

「

宗

敎

の

本

？ 

；

笫
：

U

十
六
卷
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.觀

念

論

に

於

，
け

：
る

現

赞

蚀

認

識
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ニ
十
六#

Q一
四
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D
、

觑
念
論
に
於
.け
る
現
實
性
認
識
へ
の
端
緒

 

第

二

號

ー

四\

蓋

し

：フ
パ
ィ
エ
ル
バ
ッ

V

は
、
£

督
敎
の
本
質」

に
於
て
は
を
の
批
判
の
對
象
が
專
ら
茈
督
敎
で
あ

6
、

1
つ
甚
督

敎
_
身
自
然
を
無
視
す
る
が
故
^

、
：被
自

身

も

郝

督

敎

の

本

質

を

人

：間

の

本

質

ド

蹄

す

る

場

合

、自

然

?:
無

視

し

、
爲

.
取̂

^
鄭
倉
的
な
怨
惯
的
存
在

>

」

し
て
の
人
間
の
本
質
を
設

.定
す
る
誤

_
を
犯
し
た
如
さ
外
觀
を
里
し
た
乙

ヾ

」

を
意

識
す
る

.に
至
つ
た
。
を
こ
で
彼
は
、
k

k
宗
敎
の
本
質
：.一
般
、
引
い
：H

S墨

督

敎

的

、
異

敎

的

向

然

宗

敎

?:
も

論

じ

た
所
の
著
書「

宗
敎
の
本
質」(

一

八
四
五
年
し
竝
R1

八
.四
八
年
か
ら
九
年

.へ
掛
け
て
の
彼
の
講
演「

宗
敎
の
本
質」

V 」

k
於
て

'

tの
外
穆
的
缺
陷
を
取
ぅ
除

&
、
以
つ
て

.第
三
の
自
然
的
存
在

€
し
\し
の
人
間
の
槪
念
を
明
瞭
に
設
定
し

た
右
の
事
情
を
彼
自
身
明

0

述̂
べ
て
居
る
。「

私
ば
.諸
.君
ど
同
様

^
、
否
な
恐
ら
く
は
も
つ
ビ
良
く
、
た

だ
け
ど
し
て
、
■絕
對
的
に
考
ベ
ら
れ
た
人
間
の
本
質(

筆
者
註
、
M
惟

的

. #
在

e
し
て
の
人
間
の
本
質)

•か
考
へ
得
べ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
々
、
觀
念
的
忘
想
で
あ
る
と
ど
を
知
つ
て
居
る

0
然
し
人
間
が
前
提
し
、
必
然
的
化
を
れ
ベ
關

係
し
、
そ
れ
次
く
し
て

.は
人
間
の
存
在
も
本
質
も
考
へ
得
ら
れ
な
い
所
の
本
質
ど
は
、
諸
射
、
自
然
紀
外
な
ら
ぬ
の

で
ぁ
へ
我
等
の
刺
で
は
なS

。

艰
督
敎
の
本
質(
傍
撒
は
筆
者)

に
.

於
.：

て

拾

て

置

，か

れ

た

こ

の

缺

陷

を

、

私

は

先

づ

最
，初
に
は
一

八
四
五
年
に
宗

•
の
本
質
な
る
小
さ
な

/
然
し
內
容

^
富
ん
だ
著
書

^
於
て
滿
し
た
の
で
あ
つ
て
、
そ

の
著
書
は
旣

R
表
題
か
示
す
が
勿
く
、

m
に
甚
督
敎
の
本
質

^
の
も
の
、た
.け
を
取

®
ふ
の
で
は
な
く
、
又
宗
敎
の
■卞

質
一
般

"
.從
っV

又
前
拖
督
敎
的
な
、
異
敎
的
自
然
簾
を
も
取
扱
ふ
點
に
於
て
、
跛

♦
き
か
和
賢c

傍
黏
は

_
者〕

ビ

區
別

3
れ
る

°
客

際

私

は

旣

^
自
分

W
對
象
か
ら
し
て
、
.私
が
無
批
判
的

I

評
家
の
|

 

L

4

.

4

S

(

傍
點
は

»
者〕

で
隹
も
观
し
た

.所
の
觀
念
論
的
偏
見
の
外
勝(

傍

» ,
|
は
筆
者

}を
脫
せ

^
め
る
遙
か
^
多
く
り
佘
地
ど 

從
り
で
 

f

,

の
際
機

會
-
w

 

を
持
り
た
 

L

O
 

を
9

;

贫

傷

。
g

.

c

a

g

-

s

:

:c

:ザ e
x
-
t
a
s

 

W
V
s
s
c
n

 

a

o

»

.
 

I

^

o

l

s

o

&

'H
3

l

6
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:

.
 

S
i
i
3
3
*
i
i
c
?

W
e
r
k
e
.

 

B
d
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V
.
I
I
I
'
S
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4
-2

5
.
)

.斯
く

て

、
彼
は

®

三
の
自
然
的
布
办
ど
し
て
の
人
問
槪
念
を
設
洚
す
る
に
至

C

た 

の
で
あ
：る

。
,

蓋
し
、
人
間
が
あ
る
が
儘
の
現
實
性
を
持
つ
が
爲

k
は
、
肉
體
を
持
だ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
世
界
の
一
部
ヾ
し
し
て
現 

實

R
實
存
す
る
舀
然
科
學
的
な
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
なS

。

乙
の
人
間
を
考
ベ
る
に

.は
、
人
問
の
槪
念

R
肉
體
ど 

感
性
を
導
入
し
次
け
れ
ば
な
ら
なS

。

を
れ
故
、

.「

自
我
は
現
實
的
な
、
感
性
的
な
本
質
で
あ
る
、
否
な
そ
の
全
體
に 

於
け
る

*
體
が
私
の
自
我
で
あ

^V 、

私
の
本
質
そ
の
も
の
で
あ
る」

VJ  
ノ (Grunds

p:tze  def  Philosophie  der  Zuk  
unft.  

§  36..,S.  

w
'
B
d
.

1L  

S.  

299-30.0.
)

從
つ
て
肉
體
的
，0
我
の
對
象

5
次
6
得
る
も
の
、
感
性
^
於
て
與
へ 

ら
れ
る
も
の
、
み
が
眞
實
で
あ

6
猶
實
で
あ
る
こ

V
J
Rな
る
';
0
然

し一

度
自
我
、
主
觀
が
肉

©
的
の
も
の
で
あ

6
、
 

世
界
の

.

一

部V
J
3

れ
る
や
、
又
當
然
主
観
か
ら
區
別
さ
れ
、
獨
立
に

.存
す
る
所
の
客
觀
的
實
在
、
即
ち
物
質一

般
を 

認
め
る
乙
ど
に
な
々
、
斯
る
入
間
解
釋
に
於
て
初
め
て
彼
は
嚴
密
な
意
味
に
於
^
の
本
當
の
唯
物
論
者
ど
し
て
現
は 

れ
得
る
の
で
あ
る
？
k
乙
ろ
で
、
彼
は
こ
の
客

®
的

®
在
を
自
然
ど
晚
ん

.で
辑

#
が

、
ー

人

間

が

を

の

內

奧

か

ら

燃

え 

出
る
熾
烈
な
生
命
慾
忙
か
ら
れ
て
自
然
ど
交
渉
す
る

^
至
ヶ
、
爲

k
.
A間
の
生
存
は

®
然
k
依
存
す
る
乙w

を
感
ず 

石
。
乙
の「

依
银
感
情
：

J
(
A
b
M
n
g
i

oqkeitsgefahI 〕

は
や
が
て

.自
然
を
神
化
し
、
を
己

^
肖
然
宗
敎
が
生
み
出

3
れ
る 

备
れ
故
、「

人
間

0
依
存
感
情
は
宗
敎(

筆
者
註
、特
に
自
然
宗
敎)

の
本
質
で
'あ
る
、之
の
侬
存
感
情
の
對
象
、
即 

ち
人
間
が
そ
れ
に
依
存
し
、，
又
依
存
す

:̂感
ず
る
所
の
も

©
は
然
し
本
來
自
然
に
他
な
ら
な
い
。.
自
然
は
凡
ゆ
る
宗 

敎
竝
に
民
族
の
歷
史
が
充
分
に
示
す
が
如
く
、
'宗
敎
の
最
：初
の
本
源
的
な
對
象

.で
あ
る
。し
ち

(Das  Wesen  der

f

一

十

六

卷

s
m

o

 
.

觀
念
_
に
於
け
る
現
货
蚀
認
誠

「

の
端
緖 

. 

第
二
^

i

If
M
九



蜜
十
六
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< ：

三
四
S

觀
_

'に
於
け
る
現
货
性
認
識
へ
の
端
緖
;:
.第
！一

號

ニ

五

っ
 

さ

て

、

第

一

及

び

第

一

一

の

人

問

槪

念

が

な

ほ

®
念

論

的

で

あ

：
るk
反
し
、
こ
の
第
三
の
槪
念
は
最
も
唯
物
論
的

で

 

ぁ
る
。
之
の
人
間
槪
念
こ
そ
、
後
に
-マ
，

v

ク
ス
、

ラv

ゲ
グ
ス
が
辯
證
法
を
唯
物
論
的

^
甚
礎
づ
け
る
爲
化
必
要
ミ
、
 

し
た
所
の
認
識
主
觀w

し
て
の
人
間
概
念
の
端
緒
を
興
，へ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
少
ぐ
ど
も
次
の
四
つ

g

s

k於
て

 ̂

ぅ
な
の
で
あ
る
。
，

第

一
、

.主
觀
か
ら
獨
玄
に
存
す
る
，客
觀
的
實
在
、
即
ち
物
質
：1般
を
承
認
す
る
點

^
於
て
。vj

云
ふ
の
は
、
人
間 

「

の
本
質
が
肉
體
的
、
威
性
的
布
在
で
あ
る
以
上
、
乙

の
人
：間
の
有
機
體

.が
地
上

^
發
生
す
る
次
前
^
於
て
他
の
自
然 

ば
獨
立
に
存
在
し
た
し
、
.又
發
生
後

^
於
て
：
も

人

間

が

肉

體

的.̂制
約
ネ
れ
て

.居
る
以
上
、
乙
の
肉
體
の
外
部
に
自
然 

は
獨
立
し
て

.存
す

る

乙

ど

を

認

め

，
ざ

る

を

得

な

S:

か
ら
：で
あ
る
。
：
乙
の
主
觀

'

(

思
惟〕

^
對
象〈

存
在)

く
の
關
係

k
對 

す
る
唯
物
論
的
解

.決
化
就
て
：、
自
ら
次
の
如
く
語
っ
て
居
る
ィ

m心
惟
の
存
^

で
ぁ
る

.、
即
ち
存
在
は
主
辭
で
あ
办
、
姐
惟
ぬ
賓
辭

♦
か
る
。
.也
惟
は
存
在
か
ら
生
ず
る
が
、
.，存
在
は
恐
惟
か
ら
住

じ
な
い
。
存
在
は

f
れ
自
體
か
ら
生
じ

.、
そ
れ

_
體

^
ょ
，
ヴ

て

存

し

、
！

存

在

は

存

生

VC
X
.
Aて
與
ベ
ら

t
、
_

#
在
は
ぞ
の
某
礎
を
自
己
の
內

^
持
っ
、.；ビ
云
ふ
の
は
存
在
の
み

.が
感

^
、
‘理
性
、
必
然
他
、
：眞
现
性
で
あ
へ
約 

言
せ
ば
凡
，ゆ
る
も
，の
ヽ
內
の
凡
ゆ
る
も

0
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。」

ど

ァ(

<;
0昏

营

Thesen  

g
-

第
二
、
認
識
の
'出
發

S
R'
感
性C

感
覺〕

を

®
く

g

K於

て

：
人

：間
の

「
本

質

が

肉

體

的

存

在

で

あ

る

以

上

、

そ

れ

S 

は
獨
立

R
存
す
る
容
觀
的
實
在
を
認
識
す
る

^
は
、
先

づ

最

初

は

人

問

の

布

機

體
す

る
r
a
f
t
に
ょ
っ
て
對
象
を

s
g
g
5
g
^

i

q

l

p

’
r
,
l
.
u
l
m
F
F
S
^
g
a
g
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F
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ダ
ル
は「

精
神
の
魂
象
論」

に
於
て
は
、
感
性
か
ら
出
發
じ
セ
絕
對
的
知
識
に
迄
發
展
し
て
居
る
が
、
然
し 

「

論

^!
學j

に
至
る
ど
、
そ
れ
は
本
來
布
在
ど
ー
致
ず
る
如
き
具
體
时
思
惟
形
式
を
取
极
ふ
も
の
な
る
に
拘
ら
ず
、
全 

く
感
性
は
問
題
に
さ
れ
てa

なS
。

ど
云
ふ
の
は
、
周
知
の
如
く
、
彼
の
論
理
學
は「

存
在」

、「
有」

か
ら
出
發
す
る 

が

、
.を
の「

存
在」

を
認

_
す
る
に
必
耍
な
感
性
形
式
た
る
時
間
、
空
間
の
範
疇
が
全
く
缺
け
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
 

斯
か
る
顧
感
覺
的
な

.ベ
夢
ゲ
ル
の
絕
對
的

«
念
論
に
..
對
し
、
フ
ォ
ィ
エ
.ル
，\
フ
ぐ
は
彼
'の
著
書
の
至
る
所

^
於
.て
、
認 

識

^
於
け
る
感
性
の
福
音
を
說s

て
居
る
。
例
へ
ば
、「

を
の
親
實
性

R
於
け
る
、
乃
至
は
現
實
的
な
も
の
ヾ」
し
て
の 

現
實
的
な
も
の
は
感
覺

0
對
象

€
し
て
現
實
的
な
も
の
で
あ
ぅ
、
感
性
的
な
も
の
で
あ
る

.。
眞
现
性
、
現
實
性
、
感 

性
は
同j

の
も
の
で
あ
る
。
：唯

-感
性
的
本
質
の
み
が
眞

.の
、
現
實
的
な
本
質
で
あ
る

.。
感
覺

k
ょ
つ
て
の
み
對
象
は 

眞
の
意
味

^
於
て
與
へ
ら
れ
る
の
で
あ
々
、
一

思

惟

そ

の

も

の

だ

け

^
ょ
つ
て
與
へ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

0」

ど
o

第
三
.、
感
性
？
思
惟

V
Cを
統
一
し
、
.且
つ
旣

R
威
性
そ
の

^
の
、
內

R
思
惟
の
基
礎
が
準
備

3
れ
て

»
$

」

な
す 

M 

右
の
如
く 

.フ
ォ
ィ
エ
ダ

>'
'
V>>
ば
認
識
に
灰
け
る
感
性
の
.掘
音

5:
-
'說
く
ど
雖
も
、
認
識
は
た

V
威
性
の
み
?:
以 

つV

足
れ

6
.マJ

な
す
素
朴
な
感
覺
論
を
主
張
す
る
も
の
で
：は
な
い
。
寧
ろ
認
識
：に
於
け
卜
る
感
性
^
思
惟V

の
統
一
の 

必
耍
を
强
調
す
る
。
即
ち
、「

思
惟
な

&
感
覺
は
何
も
の
：で
も
^
い
ヾ
し
同
樣
R
、
感
覺
な

&
M
惟
、
輝
*性
は
何
も
の
で 

I
 s

、
v

宏

ふ

の

：
は

、
唯<感
覺

.の
み
が
_私
^
實
在
的
な
、
魂
實
的
な
對
象
メ
本
質
を
與
へ
る
か
ら
で
あ
る
ご
ど
。 
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斯
く 

彼
は
感
性w

:
®

惟

ど

を

不

可

分

，の

も

の

V

な

す

の

で

あ

る

：が

、
0

§

0

一
 
す

.る

態

度

は

:

全

く

へ

ー

ゲ

ル

ど

は

興

.
2
十

六

卷(

三
四
$ 

:
觀
念
論
に
於.け
る
現
實
性
認
識
へ
の
.端
緖

 

第

二

號

ニ

五

.一



'■
第
二
十
六
#

§ 

s

o觀
念
：論
に
於
け
る
現
食
他
認

_
へ

み

端

緖

.
• 

I
雜 

ー
¥

ー 

つ

て

居

る0へ
へ.丨
ゲ

ル(

カ
ン
ト
ネ
同
様
で
あ
る
が

)

は
、感
性
は
唯

<雜
然
た
る
對
象
を
與
へ
る
に
過
ぎ

3
.の
で
あ
つ 

て
：、唯 

<见
惟
、
即
ち
悟
性
乃

_

性

^
於
て
：の
み
、
■初
^
てi

般
的
槪
念
、
必
然
性
、
法
則
性
は
打
立
て
ら
れ
る
の 

で
ぁ
，

H疋
等
は
純
然
た

^
主
觀
的
な

m心
惟
の
.創
造
物
で
あ
る

<£
な
す
に
反
し
、
フ
ォ
工
ル
：バ
ッ
パ

は
感

ff
i

kょ
つ
て 

與
へ
ら
れ
た
も
の
、内
に
、
旣

^
1
般
的

.槪
念
，
必
然

.性
、
法
則
性
の
：耍
素
は
與

_へ
ら

れ

て

居

气

，思

惟

即

ち

悟

性 

爾
性
は
ミ
れ

.に
明

確

な

名

稱,2
:
與
へ
る
に
止
爻
る
ミ
な
す
。「

思
惟
、
.精
_
、
理
性
は
そ
の
內
容
か
ら
云

'つ
て
、感
覺 

以
外
の
何
も
の
を
も
語
ぅ
は
し
な
ぃ
、

m心
惟
は
感
覺
が
漠
然vj

、分
離
し

.て
語
る
z vj

を
唯

"結
合
し
て
私
^
語
る
の 

で
あ
つ
て
、
そ
の
結
合
作
用
は
正

^
夺
れ
故
に
搭
性

^
呼
ば
れ
、
又
.愣
性
な
の
で
あ
る
。

—

私
は
贫
つ
て
、
我
 々

は
感
覺
を
以
つ
て
韵
然
の
本
を
讀
む
が
、
然

'1
.感
覺
^
ょ
つ
て
を
れ
を
理
解
し
は
し
な
い
ど

云

，つ

た

。

確

か

に

そ

ぅ 

で
あ
る
。
だ
が
、
向
然
の
本
は
滅
茶
苦
茶

^
混
ぜ
相
は
_さ
れ
た
文
字
や
活
字
の
泥
亂
か
ら
出
來
あ
つ
て
ゐ
る
の
で
は 

な
く
、

從
つ
，て
、
悟
性
が
初
め
て
乙

の
混
.亂
に
秧
序

>」

_
聯
を
齎
す
ど
か
、
是
等
を
一
.つ
の
悟
性
的
命
題
^
結
合
さ
 

す
の
は
主
觀
的
な
、
:任
意
次
悟
性
に
ょ
つ
て
作

6
出

^
れ
る
の
だ
ど
か
云
ふ
も
の
で
は
な
い
。
不ぃな

、

w
h
t
r
M
f 

k
ょ
っ
、
て

與

へ

ら

れ

た

區

別

ト

結

合

s
l
i
^
®
<
s 事
、
物
f 

§£
に

1
、っ
£

礼
し
、、
結<
す

5

で
、
ぁ
V
 

我
わ
は
旣

k
街
然
が
區
別
し
た
名
の
を
ぼ
別

^ -
へ
結
合
い
た
^

^

&
し̂
、、
n

k
、、
ぎ
！i ，

^ :
象
、的v

 

現
實
的
に
事
物
が
相
互
に
撕
か

I
關
、係

に

か̂

、
故

に
0
仏

、
、自

％! :
象
、
ゃ

％.

1紙
互

い
i

* >
V
J、歸
、結

、
、
股
、
因 

ビ
結
舉
の
關

' #
^
秩

.;:
1
つ
け
る
の
で
あ
る

0(

校

&
は
筆
者)

」

ど
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:

性
^

ぶ
識
：の
統

」

に
廣
す
る
フ
ォ
ィ
エ
ダ
バ
ッ
ハ
の
斯
か
る
態
度

k

レ
I

 

ニ
ン

は

賛

成

し

、

「

2-
く

語

i

れ

て

り

腰 ^ ^ : . ’、V :

る指摘して居

.る
。C

H

ヌ
•
力

I

レ
フ
、「

レ
I 
二
シ
資
料
集
第
十
一
ー
卷
R
つ
い
て」

、
共

生

関

礙

行
、「

レ

ー

ユ

ゾ
の 

r
興

w

l

r

J
 

F

1

C

M

1

I

1

〇

A
,
.參
肊)

こ

の

態

度

こ

^
唯

物

辯

證

法

を

艰

礎

づ

け

る

上

、に

煎

耍

な

意

義

を

持

つ
も
の
で

5

て
、

S

產

s

f
於

5

f
 

s

1

霞

憲

、
必
然
性
、
法
則

s

i

s

m

の
內
k
與
へ
ら
れ
て

©

I
の

で

管

、
i

つ
感
性
は
客
觀
的
焚
在
ど
の
關

f

t

も
の
で
あ
？

ビ

が

主

管

れ
，な
い
'次
ら

ば

：
n

的g

念

、

必

然

性

、

法

則

性
！！

純

然

营

主

觀

的

創

造

物̂
化

し

、

唯

禮

t
が

波

棄 

S
.れ
'
觀

，念
.
ヵ̂

登

場

す

る.か
ら
_で
あ

る

。
：

筋

四

»
芬

^
形

^
於
て
 

< は
あ

，る

が

、
'
實
踐
を
認
ひ

a
點

k
於
て
。
蓋
し
、
：右
.化
述
べ
た
如
く
、-
唯
物
論
に
.於 

^

X
-
0
M
0
0
, 

^

^

f
 
?

L

S

 

以C
V
5

認
s

對
象
を

_

す
る
が
、
 

.

.旣
k
感
性
に
ょ
つ

.て

.與
へ
ら
れ
た

5

、
內
ド
は一

.

般
的
槪
念
、
必
然
.性
、
法
則
性
を
確
：立

す

る

泰

£

素
が
與 

へ
ら
ネ
て
.
A
-'
i
).
|7
1心
惟
は
楚
等
を
意
識
的
能
動
的

^
明
確
な
ら
し
め
备
の
で
あ

.る
ャ
然
し
斯
く
し
て
：̂

/2
^

.至
は
法
則
性
は
、
主

«
の
思
惟
に
於
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
限
如
、-1

つ
0

M惟
物
：で
あ
々
、
そ
れ
が
果
し
て
客 

觀

的

碁

の

S
必
然
性
、
法
則
性
に
ニ
致
し
て

f

s
な

I

未
I

然

基

：張
す
.る
資
格
を
持

2

い
。

.こ
れ
が
ブ
致
を
主
張
ず
る
聽
忙
は
い
主
觀
が
そ
の
见
惟
に
於
で
将
ら
れ
ね
必
然
性
、
法
則
性
に
從
つ
て
、
曾

つ

て

,1 

性
丨
與
へ
ら

•ず
た
恶
象
を
意

.識
的
赏
踐
的
活
動

^
:ょ
.
.つて
#
び
威
性

^
迄
.で
作

6
W.
し
て
見
る

Z
ヾ

」

が
必
要
で
あ 

る
。
.を
し
て
.最
初

^
感
性

^
與
べ
：ら
れ
/2
對
象
ぜ
同
じ
；も
.の
；が

、
^

>
出
さ
る

'
>
:
な
ら
ば
、
令
の
'時
初
め

V

M他
は
客
觀
的
實
在
に
二

致

し

、
以

•りて
■現
實
性
を

.獲
得
し

#
る

の
で
あ
る
。
 

然
し
個
'/
/

:の
認
_
主
«
ば
凡
ゆ
る

_
然
現
象
竝
に
社
龠
現
象

.̂
意
識
的
；̂

已
：2

性
的
實
踐
活
動
^
.
ょ

0'
て
、

感 

0
^
0 

Q

s

^

w
觀
念
隹
於
！

養

：
S

識
：へS

緒
，：
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五
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'

觀

念

論

，
に

於

け

る

現

赞

性

認

識

.
へ
へ
の
端
緖

 

第
一
一
.號
 

一
^

四

性

.
に

迄

砰

生

產

し

得

な

い

0;
勿
論
自
然
科
學

^
於

：て
：は
ク
實
踐(

實
驗
.运

殆
ん

r

_雛
で

あ

る

。

然

る

：：場

合
^
於

¥
は

、
.我
々

は

自

己.
：

s  

:
直

接

：の

實

踐̂
訴

_へ
る
代
ゥ
R

>「

豫

：測

.

」

を

な

す

可 

さ
で
あ
々
、
,.
そ

^
て
自
然

_
體
の

_運
動

乃

：至#1
:
會

の

多

數

の

人.々
：の

日

々

め1»
踐

活

動

を

通

じ

て

.、

纏

て

豫

測

通

办 

の
事
實
が
我
：々
の
感
性

.に
'迄
..
で

與

べ

ら

れ

る

次

ら

ば

：、

'.
そ
：の

時

こ

令

、
，
我
：々

の

©

I

致
す
る
乙 

が
主
張
し
：#
る
：の
で
あ
る
。
夫

故

-^
唯
物
論
的
認
識
態
度
は
ク
感
性
は
初
絮
々
、

M
惟
を
通
じ
て
、
感
性
的
實
踐 

.活
動

.^
終
る
も
の
で
あ
る
。
'斯
く
嗤
物
論
は
認
識

'の
不
可
缺
の
數
機

.ど
しV

實
踐
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
が
、
旣

k 

フ
ォ
ィ
千
べ
づ
ぐ
は
萠
芽
的
形
妃
於
て
ぐ

.は
あ
る
が
、：
實
踐
に
着
自
し
て
居
る
。：VJ

云
ふ
の
は
、旣

R
述
べ
た
如
く
、
 

彼
は
宗
敎

.の
本
質
を
人
間
の
向
然

^
對
す
る「

依
存
：感
情」

^
求
め
て
娇
る

.が
、「

依
存
感
情」

を
認
め
る
Z

ど
は
、
逆
に 

.入
間
が
内
然

k
實
踐
的

^
働
含
褂
け

.る
乙
：v
k歸
：

€

る

办

で

あ

斯

く

自

然

k

®
的

^
働

&
掛
け
れ
ば
こ
そ

0 

然
に
依
存
す
る
ミ
ど
を
感
ず
る
の
で
あ
ふ
か
ら
で
あ
る
。

~

斯
く
て

.、
フ
ォ
ィ
干v

v
v

k

於
て
：旣

R
辯
證
法
を
觀
念
：論
で
は
な
く
、'
唯
物
論
の
立
場
か
ら
茈
礎
づ
け
る
爲
の 

端
緒
が
與
へ

.ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ノ
雜
へ
ー
ゲ
ル
自
身
も
實
踐
を
咨
觀
的
認
識
の
不
.可
缺
の
契
樨
な
る
こ

V
を
，
觀
念
論
の
形
に
於
て

>
は
ぁ
る
が
、
旣
に
認
め
て
咼
っ
た
。

(

拙
稿 

理
論
經
濟
战
方
法
論
叙
！

I
s n;s_

命
雜
誌
、
昭
和
六
平

八月
號
、

K
、1
八
四—

一八
六
、
參
照

)

■(

本
論
文
の
笫

|
1
1
_
題
は
次
號
揭
載

}

最
近
經
濟
文
献

〔

理
論
經
濟
學〕

0
經
濟
坐
沽
の
社
#
化

，
チ
ス
力
著
藤
川
宏
譯(

社
會
文
旗
八〕

四
六 

判

，
一

〇

八

茛

 

， 

日
本
評
論
社 

o
貨
幣
及
信
用
理
論—

マ
ル
ク
ス
主
義
貨
幣
及
信
用
理
論
の
諸
間
題
河 

野
进
弘
譯
四
六
判
四
ニ
九
頁 

共

生

開
 

儉
理
的
見
地
ょ
^
觀
た
る
貓
濟c

叙
,̂
法
律
論
叢
一
7

ニ
、
ニ
六
三
丨
ニ 

七
八
頁〕 

池

岡

直

.孝 

個
別
經
濟
の
形
態
的
考
察(

名
古
屋
高
商
创
立
十
周
年
記
念
論
文
集
四 

九
七
丨
五
ニ
六
.頁) 

宮
田
喜
代
藏 

シ
ユ
テ
フ
イ
ン
ガ
ー

「

經
濟
學
體
系
經
濟
學
論
集
新
ノ
九
、

1

o
九1

 

.一】

.八
茛) 

' 
木
村
健

— 

舾
濟
學
の
認
識
生
觀

V

し

：
.
て

の

實

踐

哲

學

濟

(

經
濟
論
叢
三
四
ノ
3

一
 

三
七
1

5
ハ1'

頁〕

. 

石
川
風
ニ 

イ
タ
リ
ア
の
：社
會
經
濟
制
度w

そ
の
理
論
ハ
大
倉
學
會
誌
四
ノ
ー
一
、
九
六 

.

1

1

0九
：莨)

： 

.

•

.

湯
淺
V

興
宗 

鸫

濟

的

自

出

の

矛

：盾

せ

鸫

濟

的

統

制

め

.生

成
:

(

名

古

屋

.
高

商

創

立

十

周
 

年
記
念
論
文
集
五
瓦
九
|
3£
九

.

I

頁〕

' 

.
赤
-松
：
.
.要 

.金
本
位
制
の
本
質w

作
用C

中

央

公

論

四

：七
.ノ. j

、
-
.
.
九
丨
四
八
頁
ひ
： 

: 

: 

•
• 

:
:
:

友
-岡
;

久
雄
：

:

第
二
十
六
卷

(

三ー四九

)

：：最近經濟

.文献
；

,

ァ
モ
ジ
敫
授
の
貨
銀
論
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